フランスにおける地方公務員上級幹部職と官房職 : その任用と職務 by 玉井 亮子 & Ryoko Tamai
一
、
は
じ
め
に
フ
ラ
ン
ス
で
は
、
地
方
公
務
員
制
度
上
、
首
長
に
よ
る
自
由
裁
量
に
基
づ
い
た
職
員
任
用
が
認
め
ら
れ
て
い
る
。
採
用
方
法
や
対
象
ポ
ス
ト
に
つ
い
て
は
其
々
法
律
に
よ
っ
て
定
め
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
職
員
任
用
を
法
律
に
沿
っ
て
見
て
み
る
な
ら
ば
、
一
九
八
四
年
一
月
二
六
日
法
五
三
条
に
定
め
ら
れ
た
「
出
向(



	
)
」
に
よ
る
地
方
自
治
体
上
級
幹
部
職
ポ
ス
ト
、
一
九
八
四
年
一
月
二
六
日
法
四
七
条
に
定
め
ら
れ
た
「
直
接
採
用(
re
cru
te
m
e
n
t
d
ire
ct)
」
に
よ
る
上
級
幹
部
職
ポ
ス
ト
、
一
九
八
四
年
一
月
二
六
日
法
一
一
〇
条
に
基
づ
く
官
房
職
ポ
ス
ト
が
存
在
し
て
い
る
。
ま
た
そ
れ
と
は
別
に
労
働
者
雇
用
促
進
政
策
に
つ
い
て
も
首
長
の
自
由
裁
量
に
基
づ
く
採
用
が
認
め
ら
れ
て
い
る
。
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一
フ
ラ
ン
ス
に
お
け
る
地
方
公
務
員
上
級
幹
部
職
と
官
房
職
そ
の
任
用
と
職
務
玉
井
亮
子
州(
)
、
県(

	




)
と
比
べ
、
地
方
自
治
体
と
し
て
の
歴
史
の
長
い
市
町
村(
co
m
m
u
n
e)
に
限
っ
て
見
れ
ば
、
市
町
村
長
に
よ
る
自
由
裁
量
ポ
ス
ト
は
市
町
村
公
務
員
身
分
規
程
で
あ
っ
た
一
九
五
二
年
四
月
二
八
日
法
に
お
い
て
認
め
ら
れ
て
い
た
。
(
)
そ
の
後
、
国
お
よ
び
地
方
自
治
体
の
正
規
職
員
共
通
の
公
務
員
の
権
利
義
務
を
定
め
た
一
九
八
三
年
七
月
一
三
日
法(
lo
i
n

8
3

6
3
4
d
u
1
3
ju
ille
t
1
9
8
3
p
o
rtan
t
d
ro
its
e
t
o
b
lig
atio
n
s
d
e
s
fo
n
ctio
n
n
aire
s)
に
基
づ
き
、
州
、
県
、
市
町
村
共
通
の
地
方
公
務
員
に
関
す
る
身
分
規
程
法
で
あ
る
一
九
八
四
年
一
月
二
六
日
法
（lo
i
n

8
4

5
3
d
u
2
6
jan
v
ie
r
1
9
8
4
p
o
rtan
t
d
isp
o
sitio
n
s
s tatu
taire
s
re
lativ
e
s

la
fo
n
ctio
n
p
u
b
liq
u
e
te
rrito
riale)
に
よ
っ
て
公
務
員
制
度
改
革
の
一
環
と
し
て
地
方
公
務
員
制
度
改
革
が
行
わ
れ
た
。
そ
こ
で
地
方
公
務
員
制
度
上
の
首
長
に
よ
る
自
由
裁
量
ポ
ス
ト
も
改
め
て
定
め
ら
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。
こ
れ
ら
ポ
ス
ト
へ
の
任
免
に
つ
い
て
は
、
首
長
が
主
宰
す
る
委
員
会
に
諮
っ
た
う
え
で
、
首
長
が
決
定
を
行
う
。
任
免
の
手
続
き
上
、
そ
の
任
免
に
関
す
る
議
会
に
よ
る
承
認
は
必
要
な
い
と
さ
れ
、
不
服
申
し
立
て
を
行
う
場
合
は
、
別
途
、
他
の
手
法
が
設
定
さ
れ
て
い
る
。
つ
ま
り
、
地
方
自
治
体
の
職
員
任
用
の
一
部
に
お
い
て
、
所
謂
、
ス
ポ
イ
ル
ズ
・
シ
ス
テ
ム
が
用
い
ら
れ
、
競
争
試
験
は
免
除
さ
れ
、
職
歴
あ
る
い
は
資
格
要
件
に
基
づ
い
た
採
用
と
い
っ
た
一
定
の
規
則
に
基
づ
い
て
、
自
治
体
内
外
か
ら
人
材
を
登
用
す
る
こ
と
が
出
来
る
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。
(
)
そ
こ
で
本
稿
で
は
第
一
に
、
首
長
の
自
由
裁
量
に
基
づ
く
職
員
採
用
に
つ
い
て
、
地
方
公
務
員
制
度
上
、
ど
の
よ
う
に
位
置
づ
け
ら
れ
て
い
る
の
か
に
つ
い
て
制
度
を
概
観
す
る
。
そ
し
て
彼
ら
が
ど
の
よ
う
な
役
割
を
担
っ
て
い
る
の
か
に
つ
い
て
検
討
す
る
た
め
、
第
二
に
、
具
体
例
と
し
て
市
町
村
で
勤
務
す
る
上
級
幹
部
職
と
官
房
職
を
取
り
上
げ
る
。
そ
し
て
一
連
の
検
討
を
通
じ
て
、
フ
ラ
ン
ス
地
方
自
治
体
運
営
に
お
い
て
、
人
事
管
理
上
、
ま
た
組
織
運
営
上
、
首
長
の
自
由
裁
量
が
ど
の
よ
う
に
捉
え
ら
れ
て
い
る
か
、
ま
た
そ
れ
は
制
度
と
し
て
ど
の
よ
う
な
背
景
に
基
づ
き
、
成
立
し
て
い
る
の
か
、
に
つ
い
て
検
討
し
た
い
。
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二
二
、
地
方
公
務
員
制
度
に
お
け
る
上
級
幹
部
職
、
官
房
職
１
、
地
方
公
務
員
及
び
官
房
職
の
任
用
に
お
け
る
自
由
任
用
と
政
治
任
用：
地
方
公
務
員
及
び
官
房
職
の
任
用
に
関
す
る
自
由
任
用
お
よ
び
政
治
任
用
の
意
味
、
お
よ
び
そ
の
対
象
と
な
る
職
フ
ラ
ン
ス
に
お
い
て
は
、
地
方
自
治
体
首
長
に
よ
る
自
由
裁
量
の
ポ
ス
ト
、
す
な
わ
ち
自
由
任
用
と
政
治
任
用
に
よ
っ
て
採
用
さ
れ
る
ポ
ス
ト
が
複
数
存
在
し
て
お
り
、
こ
れ
ら
の
ポ
ス
ト
は
各
身
分
規
程
に
お
け
る
適
用
除
外
に
よ
り
定
め
ら
れ
た
特
定
身
分
規
程
(
statu
t


	

	)
に
基
づ
い
て
配
置
さ
れ
て
い
る
。
以
下
で
は
フ
ラ
ン
ス
の
地
方
公
務
員
制
度
に
お
い
て
、
制
度
上
、
自
由
任
用
と
政
治
任
用
の
区
別
が
あ
る
こ
と
を
、
こ
こ
で
は
法
文
上
の
内
容
に
従
っ
て
整
理
を
行
う
。
(
)
以
下
、
地
方
自
治
体
に
お
け
る
自
由
裁
量
ポ
ス
ト
の
詳
細
に
つ
い
て
は
、
表
１
を
参
照
さ
れ
た
い
。
な
お
、
上
記
の
ポ
ス
ト
と
は
別
に
、
労
働
者
雇
用
政
策
と
し
て
私
法
契
約
に
基
づ
い
た
首
長
の
自
由
裁
量
に
よ
る
職
員
採
用
が
存
在
し
て
い
る
。
こ
の
採
用
に
よ
っ
て
任
用
さ
れ
た
職
員
は
職
務
内
容
や
自
治
体
行
政
に
お
け
る
職
に
係
る
責
任
度
合
い
が
異
な
る
こ
と
か
ら
、
区
別
し
て
考
え
る
必
要
が
あ
る
だ
ろ
う
。
（
１
）
自
由
任
用
の
意
味
フ
ラ
ン
ス
の
地
方
公
務
員
人
事
に
お
い
て
自
由
任
用
が
指
す
意
味
と
は
以
下
の
要
素
か
ら
成
り
立
つ
と
考
え
ら
れ
る
。
す
な
わ
ち
、
首
長
が
自
ら
の
政
治
的
意
向
に
沿
っ
て
職
員
を
採
用
し
、
解
職
で
き
る
こ
と
、
そ
の
職
員
は
原
則
公
務
員
の
身
分
を
持
つ
者
で
あ
る
こ
と
、
公
務
員
一
般
に
適
用
さ
れ
る
公
開
競
争
試
験
は
免
除
し
て
一
定
の
職
歴
あ
る
い
は
資
格
要
件
に
基
づ
い
て
当
該
地
方
自
治
体
の
内
外
か
ら
人
材
を
登
用
す
る
と
い
っ
た
採
用
手
法
が
採
ら
れ
る
こ
と
、
地
方
議
会
首
長
で
あ
る
任
命
権
者
の
交
代
に
伴
っ
て
直
ち
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表１ 任命権者の自由裁量による上級幹部職, 官房職ポスト
行
政
部
局
出向 (	) による採用ポスト：実務職 (emploi fonctionnel ）
（1984年１月26日法53条 Articla 53 de la loi No. 8453 du 26 janvier 1984）
・県および州の事務総長及び事務総長補佐
・人口２千人以上の市町村の事務総長及び事務総長補佐
・人口１万人以上の市町村の技術総長及び技術部長
・人口１万以上人の固有の税源を持つ市町村広域行政組織公施設法人の事務総長及び事
務総長補佐
・人口１万人以上の固有の税源を持つ市町村広域行政組織公施設法人の技術総長
・1988年５月６日デクレ (
No. 88546 du 6 mai 1988) で定められた公施設法人
の施設長及び施設長補佐 (大都市共同体 (	Urbaines-CU)・新都市共
同体 (	d’Agglomeration Nouvelle-CAN)・都市共同体 (	
d’Agglomeration-CA) , 人口１万人以上の市町村共同体 (	 de
Communes-CC) の事務総長および人口２万人以上の事務総長補佐, 人口１万人以
上新都市組合 (Syndicats 	nouvelle) の事務総長および人口２万人以上
の事務総長補佐, 人口１万人以上の市町村の事務総長及び人口２万人以上の事務
総長補佐といった市町村と同等と認められる予算, 職員数, 職員資格を備えた公施
設法人とされるような権限を持つとの留保の付く, 市町村間組合 (Syndicats inter-
communaux), 地方公共団体あるいはこれら地方公共団体集団を除いて構成された混
合組合(Syndicats mixtes), 1984年１月26日法17条および18条で定められた県間
運営センター (Centre 		de gestion), 管理人数５千人以上の運
営センター (Centre de gestion) 人口１万人以上の市町村の事務総長及び人口２万
人以上の事務総長補佐といった市町村と同等と認められる予算, 職員数, 職員資格を
備えた社会生活に係る市町村センター, 社会活動に係る市町村間センター)
・1988年５月６日デクレでは５千戸以上を管轄する公団住宅長および行政上の公施設法
人である市町村公庫長についても定めている
・全国地方公務員センター (Centre national de la fonction publique territorial－CNFPT)
事務総長及び事務総長補佐及び全国地方公務員センター代表部 (	du Centre
national de la fonction publique territorial) の施設長
直接採用(recrutement direct)による採用ポスト：高級職(emploi )
（1984年１月26日法47条 Article 47 de la loi No. 8453 du 26 janvier 1984）
・県および州の事務総長及び事務総長補佐
・人口８万人以上の市町村の事務総長及び技術総長
・人口15万人以上の市町村の事務総長補佐
・人口８万人以上の固有の税源を持つ市町村広域行政組織の事務総長及び技術総長
・人口15万人以上の固有の税源を持つ市町村広域行政組織の事務総長補佐
・コンセイユ・デタで定められたリストにある公施設法人の事務総長（全国地方公務
員センター・県間運営センター・人口８万人以上の CC等の固有の税源を持つ広域
行政組織といった CU, CA, CAN, 新都市組合・１万５千戸以上の公団住宅・産業商
業公施設法人の市町村公庫, 人口８万以上と同等の予算, 職員数, 職員資格を備え
た公施設法人に係る市町村間及び地方自治体間の組合）
官
房
出向及び直接採用による採用ポスト：官房職 (emploi de cabinet)
（1984年１月26日法110条 Article 110 de la loi du 26 janvier 1984）
官房職
筆者作成
に
解
職
ま
た
は
他
の
公
職
へ
の
異
動
が
な
さ
れ
る
こ
と
は
無
く
、
一
定
期
間
を
経
て
の
解
職
ま
た
は
異
動
で
あ
る
こ
と
、
で
あ
る
。
政
治
任
用
と
の
違
い
と
は
免
職
に
つ
い
て
で
あ
ろ
う
。
政
治
任
用
の
ポ
ス
ト
に
就
く
者
は
、
自
身
の
任
命
権
者
で
あ
る
首
長
が
交
代
し
た
場
合
は
、
進
退
を
共
に
す
る
の
が
一
般
的
で
あ
る
。
一
方
、
自
由
任
用
の
場
合
は
、
当
該
ポ
ス
ト
か
ら
の
免
職
ま
で
に
は
一
定
期
間
が
設
け
ら
れ
、
定
め
ら
れ
た
手
続
き
を
経
て
、
解
職
さ
れ
た
り
、
あ
る
い
は
他
の
公
職
へ
異
動
さ
せ
ら
れ
た
り
す
る
。
（
２
）
政
治
任
用
の
意
味
政
治
任
用
と
は
、
先
の
自
由
任
用
と
同
様
、
一
定
の
規
則
に
基
づ
い
た
人
材
登
用
を
指
す
が
、
自
由
任
用
と
は
違
っ
て
、
首
長
の
辞
職
と
同
時
に
辞
職
又
は
異
動
を
す
る
者
を
指
す
。
つ
ま
り
、
自
由
任
用
と
同
じ
く
、
任
命
権
者
で
あ
る
首
長
が
自
ら
の
政
治
的
意
向
に
沿
っ
て
採
用
し
、
公
務
員
一
般
に
適
用
さ
れ
る
公
開
競
争
試
験
は
免
除
し
て
、
一
定
の
職
歴
あ
る
い
は
資
格
要
件
に
基
づ
い
て
当
該
市
町
村
の
内
外
か
ら
の
人
材
登
用
が
行
わ
れ
る
。
先
述
の
通
り
、
政
治
任
用
で
採
用
さ
れ
た
場
合
、
自
ら
を
登
用
し
た
首
長
と
そ
の
進
退
を
共
に
す
る
こ
と
を
前
提
と
し
て
採
用
さ
れ
る
こ
と
を
指
す
。
(
)
（
３
）
自
由
任
用
の
対
象
と
な
る
職
首
長
に
お
け
る
自
由
任
用
の
対
象
と
な
る
ポ
ス
ト
と
は
、
一
九
八
四
年
一
月
二
六
日
法
五
三
条
に
定
め
ら
れ
た
「
出
向
」
に
よ
る
採
用
ポ
ス
ト
、
ま
た
労
働
者
雇
用
政
策
に
基
づ
く
採
用
ポ
ス
ト
で
あ
る
。
労
働
者
雇
用
政
策
に
基
づ
く
ポ
ス
ト
を
除
い
て
出
向
に
よ
る
採
用
ポ
ス
ト
は
、
一
九
八
四
年
一
月
二
六
日
法
五
三
条
に
よ
り
列
挙
さ
れ
て
お
り
、
こ
れ
ら
は
実
務
職(
e
m
p
lo
i
fo
n
ctio
n
n
e
l)
と
呼
ば
れ
、
部
局
内
の
上
級
幹
部
職
ポ
ス
ト
に
配
置
さ
れ
た
職
で
あ
る
。
例
え
ば
市
町
村
に
関
し
て
は
、
人
口
二
千
人
以
上
の
市
町
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五
村
の
事
務
総
長(
d
ire
cte
u
r



d
e
s
se
rv
ice
s)
及
び
事
務
総
長
補
佐(
d
ire
cte
u
r



ad
jo
in
t
d
e
s
se
rv
ice
s)
、
人
口
一
万
人
以
上
の
市
町
村
の
技
術
総
長(
d
ire
cte
u
r



d
e
s
se
rv
ice
s
te
ch
n
iq
u
e
s)
及
び
技
術
部
長(
d
ire
cte
u
r
d
e
s
se
rv
ice
s
te
ch
n
iq
u
e
s)
で
あ
る
。
「
出
向
」
と
い
う
採
用
方
法
か
ら
明
ら
か
な
よ
う
に
、
十
分
な
能
力
と
経
験
を
有
す
る
職
業
公
務
員
が
採
用
の
対
象
と
な
っ
て
お
り
、
原
則
、
正
規
採
用
の
公
務
員
の
中
か
ら
、
実
績
等
を
考
慮
し
た
上
で
首
長
自
ら
が
中
心
と
な
っ
て
選
考
が
行
わ
れ
て
い
る
。
ま
た
実
質
、
カ
テ
ゴ
リ
ー
Ａ
あ
る
い
は
そ
れ
と
同
等
な
能
力
を
持
つ
公
務
員
の
中
か
ら
選
出
さ
れ
て
い
る
。
よ
っ
て
公
務
員
出
身
の
者
が
こ
の
ポ
ス
ト
に
就
く
場
合
は
、
国
家
公
務
員
お
よ
び
地
方
公
務
員
に
関
す
る
一
般
身
分
規
程
の
義
務
に
服
す
る
こ
と
と
な
る
。
こ
の
手
法
で
採
用
さ
れ
た
者
に
つ
い
て
は
、
任
期
は
最
大
五
年
で
更
新
で
き
な
い
こ
と
、
元
の
職
の
給
与
に
対
し
て
一
五
％
以
上
の
増
給
は
受
け
ら
れ
な
い
と
い
っ
た
条
項
が
設
け
ら
れ
て
い
る
。
採
用
後
、
六
ヶ
月
間
は
解
職
で
き
な
い
こ
と
に
は
な
っ
て
い
る
が
、
解
職
に
当
た
っ
て
は
本
人
と
の
面
接
、
当
該
地
方
議
会
お
よ
び
全
国
地
方
公
務
員
セ
ン
タ
ー
へ
の
通
知
を
経
れ
ば
、
任
期
の
途
中
で
解
職
さ
れ
る
可
能
性
は
あ
る
。
よ
っ
て
必
ず
し
も
安
定
し
た
身
分
が
保
証
さ
れ
て
い
る
と
は
言
え
な
い
。
そ
こ
で
身
分
の
不
安
定
さ
へ
の
対
応
策
と
し
て
、
一
九
八
四
年
一
月
二
六
日
法
五
三
条
で
は
、
該
当
す
る
職
員
の
出
向
を
契
約
期
間
よ
り
も
早
く
終
了
す
る
場
合
は
、
地
方
自
治
体
は
、
そ
の
職
員
の
持
つ
等
級
に
相
応
し
た
職
を
提
示
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
、
と
定
め
て
い
る
。
更
に
そ
れ
が
不
可
能
な
場
合
、
当
該
自
治
体
がC
N
F
P
T
に
そ
の
職
員
の
引
き
受
け
と
再
配
置
を
頼
む
か
、
あ
る
い
は
解
雇
手
当
を
受
け
取
る
よ
う
そ
の
職
員
に
要
求
す
る
こ
と
、
と
定
め
て
い
る
。
彼
ら
の
多
く
が
職
業
公
務
員
で
あ
り
、
こ
れ
ら
の
ポ
ス
ト
に
就
い
て
い
る
者
は
、
そ
の
「
出
向
」
が
終
了
す
れ
ば
所
属
す
る
職
群
に
基
づ
い
て
、
次
の
ポ
ス
ト
を
探
す
。
ま
た
場
合
に
よ
っ
て
は
昇
進
と
な
る
よ
う
な
ポ
ス
ト
を
見
つ
け
る
場
合
も
あ
る
。
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六
次
に
、
労
働
者
雇
用
政
策
に
基
づ
い
た
自
由
任
用
の
対
象
と
な
る
ポ
ス
ト
に
つ
い
て
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
ポ
ス
ト
に
つ
い
て
は
、
非
正
規
職
員
と
し
て
採
用
さ
れ
る
た
め
、
そ
の
ポ
ス
ト
へ
の
採
用
は
公
務
員
と
し
て
の
身
分
付
与
で
は
無
い
。
し
か
し
、
首
長
が
交
代
し
た
場
合
、
労
働
者
雇
用
政
策
の
変
更
が
起
こ
っ
た
と
し
て
も
、
直
ち
に
解
雇
さ
れ
る
こ
と
は
無
い
。
従
っ
て
本
稿
で
は
こ
の
ポ
ス
ト
を
自
由
任
用
と
分
類
し
た
。
一
九
九
四
年
一
二
月
二
七
日
法
第
二
三
条
は
、
カ
テ
ゴ
リ
ー
Ｃ
内
の
最
初
級
の
職
群
内
の
現
業
職
に
当
た
る
職
の
一
部
に
つ
い
て
、
競
争
試
験
を
廃
止
し
た
。
(
)
す
な
わ
ち
給
与
体
系(


d
e


	

	)
の
内
で
最
も
低
賃
金
と
さ
れ
る
ポ
ス
ト
に
当
た
る
者
が
そ
の
対
象
と
な
っ
た
。
こ
の
採
用
の
場
合
、
競
争
試
験
と
選
考
は
行
わ
れ
ず
し
て
採
用
さ
れ
る
こ
と
か
ら
、
雇
用
手
続
き
を
簡
素
化
し
、
雇
用
者
増
大
を
目
指
す
際
に
用
い
ら
れ
る
手
法
と
な
っ
て
い
る
。
ち
な
み
に
競
争
試
験
と
選
考
が
行
わ
れ
る
事
無
く
採
用
さ
れ
る
他
の
事
例
に
は
、
身
障
者
へ
の
優
先
的
採
用
枠
、
就
業
困
難
者
や
一
六
歳
か
ら
二
五
歳
の
高
卒
以
下
の
学
力
困
難
者
を
対
象
に
し
た
採
用
枠
が
存
在
し
て
い
る
。
（
４
）
政
治
任
用
の
対
象
と
な
る
職
政
治
任
用
の
対
象
と
な
る
ポ
ス
ト
と
は
、
一
九
八
四
年
一
月
二
六
日
法
四
七
条
に
よ
っ
て
定
め
ら
れ
て
い
る
「
直
接
採
用
」
の
対
象
ポ
ス
ト
、
ま
た
一
九
八
四
年
一
月
二
六
日
法
一
一
〇
条
に
定
め
ら
れ
た
首
長
直
属
の
官
房
に
働
く
官
房
協
力
者(
co
llab
o
rate
u
rs
d
e
cab
in
e
t)
、
す
な
わ
ち
「
官
房
職
」
で
あ
る
。
ま
ず
一
九
八
四
年
一
月
二
六
日
法
四
七
条
に
よ
っ
て
定
め
ら
れ
た
直
接
採
用
の
対
象
ポ
ス
ト
か
ら
見
て
い
こ
う
。
例
え
ば
市
町
村
に
関
し
て
は
、
人
口
八
万
人
以
上
の
市
町
村
の
事
務
総
長
及
び
技
術
総
長(
d
ire
cte
u
r

	


d
e
s
se
rv
ice
s
te
ch
n
iq
u
e
s)
、
人
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口
一
五
万
人
以
上
の
市
町
村
の
事
務
総
長
補
佐
が
そ
の
採
用
の
対
象
と
な
っ
て
い
る
。
先
の
出
向
に
よ
り
採
用
さ
れ
る
ポ
ス
ト
同
様
、
こ
れ
ら
の
職
も
事
務
部
局
の
上
級
幹
部
職
で
あ
る
。
そ
の
採
用
対
象
と
な
る
た
め
に
定
め
ら
れ
て
い
る
人
口
よ
り
推
察
す
る
場
合
、
市
町
村
に
関
し
て
は
、
直
接
採
用
で
採
用
さ
れ
る
こ
れ
ら
の
ポ
ス
ト
は
大
都
市
を
対
象
に
し
た
採
用
方
法
と
言
え
る
だ
ろ
う
。
直
接
採
用
に
お
け
る
上
級
幹
部
職
の
選
考
は
、
競
争
試
験
を
受
け
ず
に
修
了
証
書
等
で
能
力
が
判
断
さ
れ
、
採
用
さ
れ
る
場
合
が
あ
る
。
こ
の
場
合
も
、
出
向
に
よ
る
採
用
と
同
様
、
首
長
に
よ
り
、
採
用
選
考
が
行
わ
れ
る
が
、
公
務
員
で
あ
る
こ
と
は
そ
の
採
用
条
件
に
は
無
く
、
非
正
規
職
員
と
し
て
採
用
さ
れ
る
。
し
か
し
、
そ
の
非
正
規
職
員
と
し
て
の
採
用
が
、
そ
の
者
の
公
務
員
と
し
て
の
身
分
の
付
与
と
は
な
ら
な
い
。
ま
た
民
間
人
か
ら
の
採
用
も
可
能
で
あ
る
一
方
、
実
際
に
お
い
て
は
、
こ
れ
ら
の
ポ
ス
ト
に
お
い
て
も
、
公
務
員
か
ら
選
出
さ
れ
る
場
合
が
一
般
的
で
あ
る
と
い
う
。
(
)
採
用
条
件
に
つ
い
て
は
一
九
八
八
年
五
月
六
日
デ
ク
レ
に
定
め
ら
れ
お
り
、
学
歴
が
日
本
の
修
士
号
取
得
に
該
当
す
るB
A
C
＋5
以
上
、
あ
る
い
は
カ
テ
ゴ
リ
ー
Ａ
の
公
務
員
も
し
く
は
民
間
企
業
に
お
い
て
管
理
職
を
五
年
以
上
勤
務
し
た
者
、
と
の
定
め
が
あ
る
。
直
接
採
用
の
場
合
は
、
地
方
自
治
体
の
条
例
に
よ
っ
て
上
級
幹
部
職
の
職
は
解
職
と
な
る
。
出
向
に
よ
る
採
用
の
場
合
は
、
休
職
を
解
く
こ
と
と
な
る
。
(
)
こ
の
手
法
に
よ
っ
て
採
用
さ
れ
た
上
級
幹
部
職
は
高
級
職(
le
s
e
m
p
lo
is



)
と
も
呼
ば
れ
る
。
次
に
官
房
職
に
つ
い
て
見
て
み
よ
う
。
首
長
直
属
の
ス
タ
ッ
フ
と
し
て
置
か
れ
て
い
る
官
房
職
は
、
一
九
八
四
年
一
月
二
六
日
法
一
一
〇
条
に
お
い
て
設
置
方
法
が
定
め
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
法
律
に
加
え
て
、
一
九
八
七
年
一
二
月
一
六
日
デ
ク
レ(
	

n

8
7

1
0
0
4
d
u
1
6
	

1
9
8
7)
に
お
い
て
、
官
房
職
は
首
長
と
そ
の
任
期
を
共
に
す
る
こ
と
が
認
め
ら
れ
て
い
る
し
、
首
長
の
任
期
途
中
に
お
い
て
も
解
職
し
、
別
の
人
物
を
採
用
す
る
こ
と
も
認
め
ら
れ
て
い
る
。
官
房
職
に
は
、
官
房
長(
d
ire
cte
u
r
d
e
cab
i-
n
e
t)
を
ト
ッ
プ
と
し
て
複
数
の
ポ
ス
ト
が
置
か
れ
て
い
る
。
こ
れ
ら
は
各
地
方
自
治
体
の
状
況
に
合
わ
せ
て
置
か
れ
る
も
の
で
あ
法と政治 62巻 2号 (2011年 7月)
論
説
948
八
り
、
首
長
に
依
っ
て
、
設
置
さ
れ
る
ポ
ス
ト
の
数
や
種
類
は
様
々
で
あ
る
。
例
え
ば
、
現
在
の
ボ
ル
ド
ー
市
を
例
に
取
る
と
、
市
長
の
下
に
官
房
長(
d
ire
cte
u
r
d
e
cab
in
e
t)
が
置
か
れ
、
そ
の
下
に
官
房
監(
ch
e
f
d
e
cab
in
e
t)
、
と
報
道
担
当(
se
rv
ice
d
e
p
re
sse)
が
そ
れ
ぞ
れ
一
名
、
特
任
担
当
員(


d
e
m
issio
n)
が
八
名
、
国
際
関
係
部
長(
d
ire
cte
u
r
	



d
e
s
re
latio
n
s
in
te
r-
n
atio
n
ale
s)
、
広
報
部
長(
d
ire
cte
u
r
d
e
la
co
m
m
u
n
icatio
n)
、
行
財
政
部
長(
d
ire
ctrice
ad
m
in
istratv
e
e
t
	
	
)
、
催
事
担
当
(
ce
llu
le

	


	
)
、
が
置
か
れ
て
い
る
。
ま
た
彼
ら
と
は
別
に
市
長
直
属
の
ス
タ
ッ
フ
と
し
て
都
市
調
査
官
(
in
sp
e
cte
u
r


	


d
e
la
v
ille
）
を
置
い
て
い
る
（
図
１)
。
官
房
職
の
ポ
ス
ト
に
公
務
員
を
採
用
す
る
際
に
、
国
家
公
務
員
を
採
用
す
る
場
合
は
一
九
八
四
年
七
月
一
一
日
法
四
五
条
と
一
九
八
五
年
九
月
一
六
日
デ
ク
レ
一
四
条(

n

8
5
-9
8
6
d
u
1
6
se
p
te
m
b
re
1
9
8
5)
に
基
づ
い
た
出
向
と
い
う
形
式
を
取
る
。
地
方
公
務
員
を
採
用
す
る
場
合
は
一
九
八
六
年
一
月
一
三
日
デ
ク
レ(

n

8
6
68
d
u
1
3
jan
v
ie
r
1
9
8
6)
に
基
づ
く
。
他
の
地
方
自
治
体
あ
る
い
は
地
方
公
施
設
法
人
か
ら
採
用
を
行
う
際
は
出
向
と
な
り
、
同
じ
地
方
自
治
体
か
ら
は
元
来
働
い
て
い
た
職
は
休
職
し
、
出
向
と
い
う
形
式
を
持
っ
て
採
用
さ
れ
る
。
つ
ま
り
、
採
用
に
つ
い
て
学
歴
や
職
歴
の
規
程
は
無
い
が
、
明
示
的
な
予
算
措
置
と
一
九
八
七
年
一
二
月
一
六
日
デ
ク
レ(

n

8
7
10
0
4
d
u
1
6



1
9
8
7)
に
定
め
ら
れ
た
定
数
内
で
公
務
員
身
分
を
持
た
な
い
者
を
、
非
正
規
職
員
と
し
て
雇
用
出
来
る
こ
と
が
定
め
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
場
合
の
官
房
職
と
し
て
雇
用
出
来
る
職
員
定
数
は
、
市
町
村
に
つ
い
て
は
人
口
二
万
人
以
下
で
は
一
人
、
人
口
二
万
一
人
以
上
か
ら
四
万
人
以
下
で
は
二
人
、
人
口
四
万
一
人
以
上
か
ら
四
〇
万
人
以
下
で
は
人
口
四
万
五
、〇
〇
〇
人
ご
と
に
一
人
の
増
員
、
人
口
四
〇
万
一
人
以
上
で
は
八
万
人
ご
と
に
一
人
の
増
員
す
る
、
と
さ
れ
て
い
る
。
(
)
そ
し
て
官
房
職
と
し
て
任
用
さ
れ
た
か
ら
と
い
っ
て
、
公
務
員
と
し
て
の
身
分
取
得
を
意
味
し
な
い
。
ま
た
官
房
職
を
解
職
さ
れ
た
場
合
に
お
い
て
は
、
先
の
公
務
員
と
は
異
な
り
、
職
の
斡
旋
な
ど
は
制
度
上
、
設
け
ら
れ
て
い
な
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一
〇
都
市
調
査
官
(
In
sp
e
cte
u
r



d
e
la
v
ille）
官
房
長
(
C
ab
in
e
t
d
u
M
aire
,
D
ire
cte
u
r
d
e
C
ab
in
e
t)
ボ
ル
ド
ー
市
長
(
M
aire
d
e
B
o
rd
e
au
x)
市
議
会
(
C
o
n
se
il
m
u
n
icip
al)
書
記
部
(

	





)
人
事
部
(
D
ire
ctio
n
d
e
s
R
e
sso
u
rce
s
H
u
m
ain
e
s)８
課
組
織
情
報
部
(
D
ire
ctio
n
d
e
l’o
rg
an
isatio
n
e
t
d
e
l’in
fo
rm
atio
n)４
課
都
市
・
近
郊
生
活
部
(
D
ire
ctio
n



d
e
la
v
ie
u
rb
ain
e
e
t
d
e
la


)５
課
経
済
開
発
部
(
D
ire
ctio
n
d
u






	


)
地
域
・
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
部
(
D
ire
ctio
n
d
e
la
	


te
rrito
riale
e
t





)
特
任
担
当
員
(



d
e
m
issio
n－
３
名
)
財
務
管
理
部
(
D
ire
ctio
n



d
e
s
fin
an
ce
s
e
t
d
e
la
g
e
stio
n)
６
課
事
務
総
長
(

	





)
持
続
開
発
担
当
事
務
総
長
補
佐
(
	




ad
jo
in
t




au






d
u
rab
le)
催
事
担
当
：
市
長
公
務
(
C
e
llu
le
e
v
e
n
e
m
e
n
ts
:
M
an
ife
statio
n
s
p
u
b
liq
u
e
s
e
t

	



d
u
M
aire)
持
続
開
発
担
当
(



au







d
u
rab
le)
文
化
事
業
部
(
D
ire
ctio
n


d
e
s
affaire
s
cu
ltu
re
lle
s)
４
課
(他
１
室
)
報
道
担
当
(
S
e
rv
ice
d
e
p
re
sse)
２
名
行
財
務
部
長
(
D
ire
ctrice
ad
m
in
istra-
tiv
e
e
t


	
)
開
発
部
(
D
ire
ctio
n




d
e
l’am
e
n
ag
e
m
e
n
t)３
課
官
房
監
(
C
h
e
f
d
e
cab
in
e
t)
広
報
部
長
(
D
ire
cte
u
r
d
e
la
co
m
m
u
n
i-
catio
n
e
t
d
e
la
P
re
sse)
３
課
技
術
部
(
D
ire
ctio
n



d
e
s
se
rv
ice
s
te
ch
n
iq
u
e
s)
６
課
特
任
担
当
員
(




d
e
m
issio
n
－
８
名
)
国
際
関
係
部
長
(
D
ire
cte
u
r





d
e
s
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←
市
長
選
出
い
。
し
か
し
二
〇
〇
五
年
五
月
三
〇
日
デ
ク
レ
に
よ
り
、
解
職
手
当
て
が
支
給
さ
れ
る
こ
と
が
定
め
ら
れ
た
。
官
房
職
は
、
非
正
規
職
員
採
用
で
は
あ
る
が
、
兼
職
に
つ
い
て
は
原
則
認
め
ら
れ
て
い
な
い
。
(
)
し
か
し
官
房
職
に
つ
い
て
は
、
二
〇
〇
七
年
五
月
二
日
デ
ク
レ(

n

2
0
0
7

6
5
8
d
u
2
m
ai
2
0
0
7)
に
お
い
て
国
民
議
会
議
員
、
元
老
院
議
員
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
議
会
議
員
と
の
兼
職
が
認
め
ら
れ
て
お
り
、
他
の
首
長
自
由
裁
量
職
の
う
ち
、
部
局
の
ト
ッ
プ
の
職
に
あ
る
者
と
区
別
さ
れ
る
部
分
で
あ
ろ
う
。
そ
し
て
給
与
は
、
一
九
八
七
年
一
二
月
一
六
日
デ
ク
レ
に
よ
り
、
特
定
予
算
に
基
づ
い
て
定
め
ら
れ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
官
房
職
の
給
与
は
、
地
方
自
治
体
で
働
く
正
規
公
務
員
の
最
上
級
俸
給
の
九
〇
％
を
超
え
て
は
な
ら
な
い
と
さ
れ
て
お
り
、
ま
た
出
向
で
官
房
職
に
採
用
さ
れ
た
正
規
職
員
で
あ
る
公
務
員
は
、
出
身
の
職
以
下
の
給
与
を
支
給
さ
れ
て
は
な
ら
な
い
と
の
規
則
が
あ
る
。
官
房
職
の
採
用
に
つ
い
て
付
け
加
え
る
な
ら
ば
、
二
〇
〇
三
年
に
は
、
地
方
自
治
体
の
官
房
職
職
員
、
市
町
村
間
協
力
組
織
体
の
官
房
職
職
員
、
議
員
グ
ル
ー
プ
の
協
力
者(
le
s
co
llab
o
rate
u
rs
d
e
g
ro
u
p
e
s

	

)
に
よ
っ
て
、
地
方
自
治
体
官
房
職
職
員
に
関
し
て
の
初
め
て
組
合
組
織(
asso
ciatio
n
sy
n
d
icale)
で
あ
る
「C
O
L
L
C
A
B
」
が
創
設
さ
れ
た
。
二
〇
〇
八
年
現
在
で
三
〇
〇
人
の
登
録
者
数
を
数
え
る
。
こ
の
組
合
で
は
、
官
房
職
職
員
と
し
て
の
職
務
内
容
、
身
分
規
程
を
め
ぐ
る
改
善
、
登
録
者
へ
の
ポ
ス
ト
の
紹
介
等
を
そ
の
活
動
内
容
と
し
て
い
る
。
(
)
２
、
地
方
自
治
体
に
お
け
る
上
級
幹
部
職
お
よ
び
官
房
職
の
沿
革
本
節
で
は
上
級
幹
部
職
お
よ
び
官
房
職
は
ど
の
よ
う
な
背
景
を
も
っ
て
設
置
さ
れ
る
に
至
っ
た
か
に
つ
い
て
、
見
て
み
た
い
。
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（
１
）
上
級
幹
部
職
の
沿
革
上
級
幹
部
職
が
自
治
体
首
長
の
自
由
裁
量
に
基
づ
い
て
採
用
さ
れ
る
こ
と
に
つ
い
て
は
、
国
家
公
務
員
制
度
内
で
用
い
ら
れ
て
き
た
、
高
級
職
と
呼
ば
れ
る
も
の
の
採
用
に
つ
い
て
用
い
ら
れ
て
き
た
手
法
に
由
来
し
て
お
り
、
各
大
臣
に
そ
の
職
へ
の
候
補
者
を
提
案
す
る
権
限
が
長
く
認
め
ら
れ
て
き
た
。
(
)
つ
ま
り
、
国
家
公
務
員
高
級
職
へ
の
任
免
は
、
大
統
領
が
主
催
す
る
閣
議
に
諮
っ
た
上
で
、
大
統
領
に
よ
り
行
わ
れ
、
任
免
の
手
続
き
上
、
議
会
等
の
第
三
者
の
関
与
は
全
く
無
い
。
そ
の
歴
史
は
古
い
も
の
の
、
一
九
三
〇
年
代
か
ら
始
ま
る
中
央
政
府
に
お
け
る
高
級
職
を
め
ぐ
る
コ
ン
セ
イ
ユ
・
デ
タ
の
判
例
、
(
)
国
家
公
務
員
を
対
象
と
し
た
身
分
規
程
で
あ
る
一
九
四
六
年
一
〇
月
一
九
日
法
第
三
条
な
ど
に
お
い
て
正
式
に
記
録
さ
れ
た
こ
と
に
よ
り
、
地
方
自
治
体
に
お
け
る
こ
れ
ら
の
職
が
首
長
の
自
由
裁
量
を
定
め
る
際
の
参
照
と
な
っ
た
と
言
わ
れ
て
い
る
。
(
)
ま
た
国
家
公
務
員
を
対
象
と
し
た
身
分
規
程
で
あ
る
一
九
八
四
年
一
月
一
一
日
法
第
二
五
条
、
一
九
八
五
年
七
月
二
四
日
デ
ク
レ
が
国
家
公
務
員
に
お
け
る
高
級
職
採
用
の
根
拠
と
な
っ
て
お
り
、
こ
れ
ら
が
現
行
地
方
公
務
員
制
度
に
も
当
て
は
め
ら
れ
て
い
る
と
い
う
。
(
)
首
長
に
と
っ
て
、
地
方
自
治
体
運
営
上
、
配
属
下
の
部
局
か
ら
自
身
へ
の
忠
誠
及
び
応
答
性
を
確
保
す
る
こ
と
は
必
要
不
可
欠
で
あ
ろ
う
。
よ
っ
て
首
長
の
任
期
に
彼
ら
の
任
期
が
一
致
す
る
と
い
っ
た
、
行
政
組
織
運
営
上
に
政
治
的
要
素
を
持
ち
込
む
よ
う
な
職
の
設
置
と
廃
止
の
在
り
方
は
、
解
職
さ
れ
た
際
の
身
分
保
障
を
制
度
と
し
て
確
保
す
る
こ
と
で
、
あ
る
程
度
の
妥
当
性
を
伴
う
と
自
治
体
行
政
の
上
で
受
容
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
い
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
れ
に
つ
い
て
は
次
節
で
も
触
れ
た
い
。
（
２
）
官
房
職
の
沿
革
官
房
職
員
に
関
し
て
は
、
国
家
公
務
員
に
関
し
て
は
一
九
四
六
年
八
月
五
日
デ
ク
レ
、
ま
た
一
九
四
九
年
八
月
二
八
日
デ
ク
レ
に
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二
よ
っ
て
、
嘱
託
職
員(
au
x
iliaire)
の
カ
テ
ゴ
リ
ー
に
お
い
て
扱
わ
れ
て
お
り
、
こ
れ
ら
の
デ
ク
レ
の
存
在
が
、
地
方
自
治
体
に
お
け
る
官
房
職
の
設
置
が
首
長
の
意
志
に
よ
る
こ
と
の
妥
当
性
の
根
拠
と
さ
れ
て
き
た
。
(
)
官
房
職
に
つ
い
て
も
首
長
の
決
定
に
従
っ
た
自
由
裁
量
の
ポ
ス
ト
と
し
て
定
着
し
て
き
た
が
、
こ
れ
は
、
先
の
地
方
自
治
体
に
お
け
る
事
務
部
局
の
上
級
幹
部
職
同
様
に
、
国
家
公
務
員
の
高
級
職
、
官
房
職
を
め
ぐ
る
法
令
に
基
づ
い
て
、
地
方
自
治
体
に
お
け
る
官
房
職
の
ポ
ス
ト
に
つ
い
て
も
、
そ
の
任
用
の
妥
当
性
が
定
立
し
た
と
考
え
ら
れ
る
だ
ろ
う
。
(
)
一
九
世
紀
末
ご
ろ
、
既
に
中
央
政
府
に
お
い
て
は
、
省
内
の
大
臣
協
力
者
と
し
て
、
本
省
の
総
局
長
、
局
長
ま
た
局
長
以
外
の
高
級
職
と
大
臣
の
側
近
で
あ
る
官
房
職
へ
の
職
員
採
用
に
つ
い
て
は
、
大
臣
の
自
由
裁
量
に
依
る
こ
と
が
盛
ん
に
行
わ
れ
て
い
た
。
(
)
そ
の
一
方
、
市
町
村
に
お
け
る
官
房
職
の
設
置
は
一
八
八
四
年
四
月
五
日
法
に
よ
り
男
子
普
通
選
挙
が
施
行
さ
れ
、
議
会
制
度
が
市
町
村
に
お
い
て
も
本
格
的
に
導
入
さ
れ
た
事
に
伴
っ
た
も
の
で
あ
っ
た
。
大
都
市
に
お
い
て
は
、
市
長
は
議
会
対
策
と
し
て
、
市
長
の
政
策
や
言
動
を
補
佐
す
る
人
材
を
側
近
と
し
て
雇
用
す
る
こ
と
が
始
ま
っ
た
。
つ
ま
り
市
町
村
長
を
複
数
の
局
面
か
ら
補
佐
す
る
た
め
の
協
力
者(
co
llab
o
rate
u
r)
と
し
て
、
市
町
村
長
と
同
じ
党
派
の
者
が
官
房
職
と
し
て
採
用
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
当
初
は
、
そ
の
市
町
村
に
お
い
て
市
町
村
長
の
出
身
党
派
の
支
持
者
で
あ
り
、
そ
の
支
持
拡
大
に
利
す
る
人
物
、
例
え
ば
、
地
元
の
名
士
、
従
業
員
を
多
く
雇
っ
て
い
る
会
社
経
営
者
、
ま
た
六
五
歳
以
上
の
多
い
地
域
で
あ
れ
ば
そ
の
世
代
の
代
表
者
を
雇
用
す
る
な
ど
、
選
挙
で
の
票
集
め
を
重
視
し
た
任
用
が
行
わ
れ
る
こ
と
が
長
く
常
態
化
し
て
い
た
。
(
)
そ
も
そ
も
、
当
初
は
官
房
職
を
置
く
市
町
村
は
都
市
部
に
限
ら
れ
て
お
り
、
二
〇
世
紀
に
入
っ
て
か
ら
も
、
人
口
二
万
人
を
超
え
な
い
市
町
村
で
は
長
い
間
、
行
政
事
務
部
局
の
長
と
し
て
事
務
総
長
の
ポ
ス
ト
に
就
く
者
が
、
官
房
職
の
役
割
を
兼
ね
る
こ
と
が
行
わ
れ
て
い
た
。
ま
た
人
口
二
万
人
以
上
の
中
規
模
の
市
町
村
に
お
い
て
官
房
職
の
設
置
が
広
く
行
わ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
の
は
、
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三
町
村
に
お
け
る
事
務
が
複
雑
化
し
、
ま
た
市
町
村
間
の
協
力
方
式
の
多
様
化
と
い
っ
た
地
方
自
治
体
行
政
に
専
門
知
識
が
よ
り
求
め
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
一
九
六
〇
年
代
後
半
以
降
の
事
と
さ
れ
る
。
(
)
市
町
村
長
は
、
行
政
事
務
上
の
諸
問
題
の
対
応
に
当
た
ら
せ
る
為
に
自
ら
の
党
派
の
者
で
あ
り
、
自
ら
に
確
実
に
忠
実
な
者
を
官
房
職
に
起
用
し
、
市
町
村
長
の
秘
書
の
役
割
、
情
報
収
集
に
あ
た
ら
せ
た
り
、
私
企
業
、
他
市
町
村
、
県
庁
、
出
先
機
関
と
い
っ
た
各
所
関
係
部
局
と
の
政
治
的
交
渉
を
行
わ
せ
た
り
し
た
。
そ
の
職
務
が
多
岐
に
亘
る
に
つ
れ
て
、
官
房
職
の
職
員
に
は
市
町
村
長
の
選
好
、
政
策
に
見
合
っ
た
専
門
家
、
広
報
担
当
職
員
が
登
用
さ
れ
る
な
ど
、
市
町
村
長
官
房
と
し
て
の
役
割
に
特
化
し
て
い
っ
た
。
一
九
七
八
年
の
時
点
に
お
い
て
、
人
口
三
万
人
以
上
の
市
町
村
に
お
い
て
は
、
そ
の
七
〇
％
に
官
房
職
の
ス
タ
ッ
フ
が
配
置
さ
れ
て
い
た
と
い
う
統
計
が
残
っ
て
い
る
。
(
)
こ
の
よ
う
に
官
房
職
を
設
置
す
る
意
味
も
選
挙
で
の
確
実
な
勝
利
の
た
め
の
票
集
め
と
い
っ
た
理
由
か
ら
、
行
政
事
務
の
範
囲
の
拡
大
と
官
房
職
と
し
て
の
職
務
専
門
化
が
進
ん
で
い
っ
た
こ
と
を
、
官
房
職
が
広
く
設
置
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
こ
と
の
第
一
の
理
由
と
し
て
挙
げ
て
お
こ
う
。
官
房
職
設
置
の
一
般
化
に
つ
い
て
の
第
二
の
理
由
と
し
て
は
、
一
九
七
〇
年
代
に
な
る
と
市
町
村
議
会
選
挙
に
お
い
て
、
元
来
、
右
翼
政
党
が
強
か
っ
た
地
域
で
も
、
左
翼
政
党
の
勝
利
が
増
加
拡
大
し
て
い
っ
た
こ
と
を
指
摘
し
た
い
。
新
た
に
選
出
さ
れ
た
左
翼
政
党
系
の
市
町
村
長
は
、
市
町
村
組
織
の
中
で
前
任
者
が
長
く
培
っ
て
き
た
事
務
部
局
に
お
け
る
風
潮
に
対
し
て
、
自
ら
の
市
政
方
針
の
徹
底
や
財
政
上
で
の
同
意
を
必
要
と
し
た
。
そ
の
た
め
、
官
房
職
を
設
立
し
て
、
事
務
部
局
と
市
町
村
長
、
ま
た
事
務
部
局
間
の
交
渉
や
調
整
に
当
た
ら
せ
、
市
町
村
運
営
の
円
滑
化
を
図
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。
(
)
三
、
地
方
公
務
員
上
級
幹
部
職
と
官
房
職
に
お
け
る
任
用
の
実
際
と
そ
の
職
務
本
章
で
は
地
方
自
治
体
に
お
け
る
地
方
公
務
員
上
級
幹
部
職
と
官
房
職
の
任
用
の
実
際
と
職
務
に
つ
い
て
、
各
々
を
め
ぐ
る
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四
を
論
じ
た
い
。
そ
こ
で
、
具
体
例
と
し
て
市
町
村
を
と
り
あ
げ
、
市
町
村
長
と
そ
の
自
由
裁
量
ポ
ス
ト
に
つ
い
て
取
り
上
げ
る
。
そ
し
て
こ
れ
ら
を
通
じ
て
、
市
町
村
長
と
自
治
体
部
局
と
の
関
係
に
つ
い
て
記
す
こ
と
を
試
み
る
。
ま
た
併
せ
て
官
房
職
に
つ
い
て
取
り
上
げ
、
検
討
し
た
い
。
た
だ
し
、
フ
ラ
ン
ス
の
地
方
公
務
員
制
度
が
州
、
県
、
市
町
村
と
地
方
自
治
体
共
通
の
制
度
を
採
用
し
て
い
る
か
ら
と
い
っ
て
、
三
層
全
て
を
市
町
村
の
事
例
に
よ
っ
て
説
明
出
来
る
訳
で
は
な
い
。
よ
っ
て
州
、
県
の
様
相
に
つ
い
て
は
、
検
討
課
題
と
し
て
残
っ
た
ま
ま
と
な
っ
て
い
る
。
１
、
上
級
幹
部
職
お
よ
び
官
房
職
の
実
質
的
な
選
抜
方
法
と
解
職：
市
町
村
を
事
例
と
し
て
（
１
）
上
級
幹
部
職
上
級
幹
部
職
は
、
先
述
の
採
用
条
件
（
表
１
を
参
照
）
を
充
た
す
者
の
中
か
ら
選
抜
さ
れ
る
。
上
級
幹
部
職
が
市
町
村
長
に
よ
る
自
由
裁
量
の
対
象
と
な
る
ポ
ス
ト
と
は
言
え
、
規
則
に
定
め
ら
れ
た
専
門
的
知
識
や
行
政
事
務
の
経
験
が
採
用
の
前
提
条
件
と
な
っ
て
い
る
。
こ
の
こ
と
か
ら
、
こ
れ
ら
の
ポ
ス
ト
に
就
く
者
は
職
業
公
務
員
か
ら
選
出
さ
れ
る
事
が
通
例
と
な
っ
て
い
る
。
よ
っ
て
、
市
町
村
長
の
意
思
を
反
映
し
な
が
ら
、
こ
れ
ら
の
ポ
ス
ト
に
お
け
る
一
定
の
レ
ベ
ル
維
持
と
専
門
技
術
的
な
業
務
の
遂
行
が
確
保
で
き
る
よ
う
な
制
度
設
計
に
な
っ
て
い
る
と
言
え
る
だ
ろ
う
。
地
方
自
治
体
の
上
級
幹
部
職
の
選
出
の
際
、
一
九
八
四
年
設
置
の
地
方
自
治
体
事
務
総
長
全
国
組
合(
S
y
n
d
icat
n
atio
n
al
d
e
s
d
ire
cte
u
rs





d
e
s
	


te
rrito
riale
s-S
N
D
G
C
T
)
の
活
動
が
そ
の
一
端
を
担
う
場
合
が
あ
る
と
い
う
。
職
業
組
合
と
し
て
Ａ
Ｍ
Ｆ
と
協
力
関
係
に
あ
るS
N
D
G
C
T
は
、
地
方
公
共
団
体
の
事
務
総
長
、
部
局
長
と
い
っ
た
上
級
幹
部
職
に
就
く
資
格
を
持
つ
行
政
系
カ
テ
ゴ
リ
ー
Ａ
の
地
方
行
政
管
理
職
者(
ad
m
in
istrate
u
rs
te
rrito
riau
x)
の
職
群
に
属
し
て
い
る
こ
と
を
加
入
法と政治 62巻 2号 (2011年 7月)
フ
ラ
ン
ス
に
お
け
る
地
方
公
務
員
上
級
幹
部
職
と
官
房
職
955
一
五
条
件
と
し
て
い
る
。
二
〇
一
〇
年
の
資
料
を
見
る
と
、
約
四
千
人
が
加
盟
し
て
い
る
と
さ
れ
、
加
盟
率
は
上
記
の
職
群
に
属
す
る
職
員
全
体
の
九
〇
％
を
占
め
る
。
(
)
こ
の
組
合
は
、
職
務
上
の
情
報
交
換
が
主
な
目
的
と
し
て
設
置
さ
れ
て
い
る
も
の
で
あ
り
、
加
盟
者
に
上
級
幹
部
職
と
し
て
の
就
職
口
の
掲
示
を
行
っ
て
い
る
。
ま
た
、
市
町
村
長
の
要
求
に
応
じ
て
自
由
任
用
及
び
政
治
任
用
の
対
象
と
な
る
上
級
幹
部
職
に
つ
い
て
の
職
員
採
用
候
補
者
名
簿
を
提
示
し
、
市
町
村
長
は
そ
の
名
簿
の
中
か
ら
候
補
者
の
実
績
等
を
考
慮
し
て
該
当
す
る
者
を
選
出
す
る
こ
と
も
あ
る
と
い
う
。
(
)
し
か
し
市
町
村
長
が
そ
の
名
簿
か
ら
職
員
を
選
出
す
る
か
否
か
は
市
町
村
長
の
自
由
と
さ
れ
て
い
る
。
人
口
一
〇
万
人
を
超
え
な
い
よ
う
な
市
町
村
で
は
、
勤
務
年
数
を
重
ね
る
こ
と
と
同
時
に
、
よ
り
上
級
の
職
と
し
て
就
任
出
来
る
内
部
昇
任
対
象
の
一
員
と
な
る
た
め
に
、
職
群
、
場
合
に
よ
っ
て
は
カ
テ
ゴ
リ
ー
の
上
位
へ
の
変
更
が
伴
う
「
採
用
」
試
験
の
合
格
を
重
ね
な
が
ら
、
転
職
し
た
市
町
村
に
と
ど
ま
っ
て
キ
ャ
リ
ア
を
積
む
者
も
い
る
。
し
か
し
一
方
で
、
他
の
市
町
村
や
他
の
自
治
体
に
移
動
し
な
が
ら
、
自
ら
の
キ
ャ
リ
ア
を
積
み
上
げ
る
者
も
い
る
と
い
う
。
(
)
ち
な
み
に
二
〇
〇
七
年
に
行
わ
れ
た
調
査
に
基
づ
い
た
二
〇
一
〇
年
の
統
計
資
料
に
よ
れ
ば
、
三
六
、六
八
二
の
市
町
村
の
う
ち
、
人
口
一
〇
万
人
を
超
え
る
市
町
村
数
は
四
一
で
あ
っ
た
。
(
)
そ
こ
で
大
都
市
圏
共
同
体
（
Ｃ
Ｕ
）
の
中
心
市
と
な
る
よ
う
な
市
町
村
に
お
け
る
上
級
幹
部
職
に
つ
い
て
見
て
み
る
と
、
様
相
は
異
な
っ
て
い
る
。
人
口
が
約
二
三
万
人
を
数
え
る
ボ
ル
ド
ー
市
に
お
け
る
上
級
幹
部
職
の
経
歴
を
見
て
み
る
と
、
全
て
元
々
、
ボ
ル
ド
ー
市
の
行
政
組
織
外
で
勤
務
し
た
職
歴
を
持
つ
人
材
を
登
用
し
て
お
り
、
ボ
ル
ド
ー
市
で
市
町
村
職
員
と
し
て
経
歴
を
積
ん
で
き
た
者
で
は
な
い
。
国
家
公
務
員
が
出
向
お
よ
び
特
別
併
任(
m
is

d
isp
o
sitio
n)
と
い
う
形
式
を
用
い
て
ポ
ス
ト
に
就
い
て
い
る
者
、
ボ
ル
ド
ー
市
で
何
ら
か
の
行
政
事
務
に
国
家
公
務
員
と
し
て
携
わ
っ
て
い
た
者
、
長
く
地
方
公
務
員
と
し
て
他
県
で
実
績
を
積
ん
だ
経
歴
を
持
つ
者
、
で
あ
る
。
(
)
ま
た
従
来
か
ら
県
や
州
の
事
務
総
長
は
内
務
省
出
身
の
県
庁
職
団
に
属
す
る
者
が
就
く
こ
と
が
多
い
と
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六
さ
れ
、
パ
リ
市
の
上
級
幹
部
職
に
は
多
く
の
場
合
は
Ｅ
Ｎ
Ａ
修
了
生
が
勤
務
し
て
い
る
の
が
実
情
で
あ
る
と
い
う
。
(
)
次
に
解
職
に
つ
い
て
見
て
み
よ
う
。
市
町
村
議
会
選
挙
の
後
、
市
町
村
長
が
交
代
す
る
場
合
、
あ
る
い
は
別
の
党
派
の
者
が
市
町
村
長
と
な
っ
た
場
合
や
同
じ
党
派
の
中
で
も
別
の
派
閥
の
者
と
交
代
と
な
っ
た
際
、
そ
の
議
会
に
お
け
る
政
治
方
針
に
お
け
る
何
ら
か
の
転
換
が
起
こ
る
訳
で
あ
る
か
ら
、
そ
の
よ
う
な
場
合
、
自
由
裁
量
の
ポ
ス
ト
に
就
い
て
い
る
者
た
ち
は
解
職
さ
れ
る
こ
と
が
一
般
的
で
あ
る
と
言
う
。
例
え
ば
二
〇
〇
八
年
三
月
の
市
町
村
議
会
選
挙
の
後
、
ド
ロ
ー
ム(

)
県
ヴ
ァ
ラ
ン
ス(
V
ale
n
ce)
市
で
は
社
会
党
の
モ
ウ
リ
ス(
A
lain
M
au
rice)
が
Ｕ
Ｍ
Ｐ
の
バ
ル
サ
ン(

	
B
alsan)
に
代
わ
っ
て
市
町
村
長
と
し
て
市
町
村
議
会
に
お
い
て
選
出
さ
れ
た
。
社
会
党
が
市
町
村
議
会
に
お
い
て
多
数
派
を
占
め
る
こ
と
が
確
定
し
、
市
町
村
長
と
し
て
選
出
さ
れ
る
事
が
確
実
と
な
っ
た
第
二
回
投
票
の
翌
日
、
モ
ウ
リ
ス
は
「
バ
ル
サ
ン
政
権
下
で
働
い
て
い
た
行
政
部
局
長
チ
ー
ム
と
共
に
働
く
こ
と
は
難
し
い
」
と
発
言
し
、
実
際
に
、
バ
ル
サ
ン
の
自
由
裁
量
で
採
用
さ
れ
た
事
務
総
長
た
ち
を
後
日
、
解
任
し
て
い
る
。
(
)
こ
の
よ
う
に
、
党
派
の
交
代
が
起
こ
っ
た
市
町
村
議
会
選
挙
の
場
合
、
後
日
、
主
要
事
務
部
局
の
幹
部
が
入
れ
替
わ
る
事
は
一
般
的
で
あ
り
、
あ
る
統
計
に
よ
れ
ば
、
住
民
五
〇
〇
〇
人
以
上
の
自
治
体
に
お
い
て
、
事
務
総
長
の
七
〇
％
は
選
挙
の
後
、
異
動
と
な
っ
て
い
る
と
い
う
。
(
)
加
え
て
、
二
〇
〇
八
年
三
月
の
市
町
村
議
会
選
挙
の
結
果
の
統
計
に
よ
れ
ば
、
党
派
の
入
れ
替
わ
り
の
あ
っ
た
人
口
が
一
万
人
以
上
の
市
町
村
に
お
い
て
は
、
事
務
総
長
が
一
〇
〇
％
交
代
し
て
い
る
と
い
う
。
(
)
ま
た
党
派
の
入
れ
替
わ
り
が
無
か
っ
た
場
合
に
お
い
て
も
、
事
務
総
長
を
含
め
た
市
町
村
長
の
自
由
裁
量
ポ
ス
ト
全
て
の
入
れ
替
わ
り
を
行
っ
て
い
る
市
町
村
も
存
在
し
て
お
り
、
こ
れ
は
市
民
に
対
し
て
市
の
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
の
変
化
を
印
象
付
け
る
た
め
で
あ
る
と
の
意
見
が
見
受
け
ら
れ
る
。
(
)
ま
た
更
迭
さ
れ
た
事
務
総
長
は
他
の
市
町
村
に
お
い
て
事
務
総
長
を
務
め
る
ケ
ー
ス
も
あ
り
、
事
務
総
長
職
の
プ
ロ
フ
ェ
ッ
シ
ョ
ナ
ル
化
が
進
ん
で
い
る
と
の
主
張
も
あ
る
。
(
)
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一
七
こ
の
よ
う
な
採
用
方
法
は
、
市
町
村
選
挙
で
勝
利
し
た
市
町
村
長
が
事
務
総
長
を
は
じ
め
上
級
幹
部
職
を
任
命
す
る
こ
と
か
ら
、
市
町
村
事
務
局
の
上
級
幹
部
職
は
選
挙
の
「
戦
利
品
」
と
し
て
、
市
町
村
職
員
任
用
に
お
け
る
政
治
化
の
現
象
の
一
と
取
れ
る
面
は
あ
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
市
町
村
長
の
自
由
裁
量
と
は
言
え
、
こ
れ
ら
の
ポ
ス
ト
に
就
く
た
め
に
は
専
門
的
な
技
術
的
能
力
が
必
要
と
さ
れ
て
お
り
、
そ
れ
が
公
に
証
明
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
前
提
と
な
っ
て
い
る
。
そ
の
条
件
が
一
九
八
四
年
一
月
二
六
日
法
に
お
い
て
は
、
一
九
五
二
年
法
よ
り
も
、
よ
り
詳
細
に
定
め
ら
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
こ
れ
ら
の
ポ
ス
ト
は
、
市
町
村
職
員
と
し
て
事
務
部
局
の
ポ
ス
ト
で
は
あ
っ
て
任
用
に
お
い
て
は
そ
の
特
殊
性
を
認
め
つ
つ
も
、
市
町
村
長
の
恣
意
の
み
で
は
な
く
、
能
力
を
前
提
に
し
た
任
用
が
定
め
ら
れ
て
い
る
と
考
え
て
良
い
だ
ろ
う
。
つ
ま
り
能
力
が
無
け
れ
ば
市
町
村
長
も
上
級
幹
部
職
を
雇
用
す
る
意
味
が
無
く
、
上
級
幹
部
職
は
市
町
村
長
へ
の
忠
誠
と
高
い
行
政
能
力
が
求
め
ら
れ
て
い
る
と
言
え
よ
う
。
（
２
）
官
房
職
官
房
職
に
つ
い
て
は
、
市
町
村
長
が
個
人
的
な
信
頼
関
係
に
基
づ
い
て
、
自
ら
の
人
脈
に
沿
っ
て
職
員
を
選
出
す
る
。
官
房
職
に
任
用
さ
れ
る
職
員
に
つ
い
て
要
求
さ
れ
る
資
格
要
件
は
定
め
ら
れ
て
い
な
い
が
、
そ
の
人
物
の
能
力
や
職
歴
が
重
視
さ
れ
て
選
抜
さ
れ
る
。
つ
ま
り
、
官
房
職
の
職
員
に
は
、
弁
護
士
、
大
学
教
員
、
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
等
、
市
町
村
長
の
ブ
レ
ー
ン
と
な
り
、
広
報
と
し
て
マ
ス
コ
ミ
の
前
に
立
つ
こ
と
に
慣
れ
て
い
る
者
が
任
用
さ
れ
る
こ
と
も
あ
る
が
、
そ
の
一
方
で
、「
専
門
的
な
職
務
遂
行
に
つ
い
て
の
能
力
上
の
必
要
性
」
と
い
う
理
由
か
ら
国
家
公
務
員
、
あ
る
い
は
地
方
公
務
員
を
出
向
の
形
で
任
用
し
た
り
、
議
員
を
任
用
し
て
い
る
自
治
体
も
あ
る
。
ま
た
そ
の
進
退
に
つ
い
て
は
、
首
長
と
共
に
す
る
こ
と
が
一
般
的
で
あ
る
。
こ
こ
で
は
例
を
挙
げ
な
が
ら
見
て
い
こ
う
。
二
〇
〇
五
年
時
の
ペ
リ
グ
ー(




)
市
の
官
房
職
ポ
ス
ト
に
つ
い
て
は
、
市
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一
八
町
村
長
の
職
歴
、
ま
た
市
町
村
長
の
個
人
的
な
人
脈
か
ら
官
房
職
採
用
が
行
わ
れ
て
い
た
事
例
と
し
て
数
え
て
よ
い
で
あ
ろ
う
。
二
〇
〇
五
年
九
月
か
ら
二
〇
〇
八
年
三
月
ま
で
の
ペ
リ
グ
ー
市
長
は
Ｕ
Ｍ
Ｐ
の
ダ
ル
コ(
X
av
ie
r
D
arco
s)
で
あ
っ
た
。
彼
は
ペ
リ
グ
ー
市
の
高
等
学
校
教
諭
を
経
て
大
学
の
文
学
部
教
授
で
あ
っ
た
と
い
う
経
歴
を
持
ち
、
ま
た
二
〇
〇
七
年
五
月
よ
り
二
〇
〇
九
年
六
月
ま
で
、
文
部
大
臣(
M
in
istre
d
e

	

n
atio
n
al)
を
勤
め
た
。
ペ
リ
グ
ー
市
長
で
あ
っ
た
期
間
、
そ
の
官
房
長
に
は
ペ
リ
グ
ー
市
の
名
望
家
の
家
に
生
ま
れ
、
詩
人
、
文
化
財
研
究
者
と
い
う
肩
書
き
を
持
つ
者
を
任
命
し
て
い
た
。
ま
た
官
房
長
補
佐
で
あ
っ
て
文
化
財
担
当
付
に
は
、
彼
の
教
え
子
で
あ
り
、
弁
護
士
で
か
つ
て
ペ
リ
グ
ー
市
会
議
員
で
あ
っ
た
者
を
任
命
し
、
ま
た
、
同
じ
く
官
房
長
補
佐
で
あ
り
学
校
教
育
・
社
会
生
活
担
当
付
に
は
、
一
九
八
四
年
ま
で
社
会
党
員
で
あ
っ
た
が
、
政
治
経
済
学
部
教
授
と
い
う
経
歴
を
持
ち
、
市
長
の
か
つ
て
の
同
級
生
で
あ
っ
た
者
を
雇
用
し
て
い
た
。
そ
の
後
、
二
〇
〇
八
年
の
市
町
村
選
挙
に
お
い
て
、
ダ
ル
コ
は
ペ
リ
グ
ー
市
長
の
座
を
譲
る
こ
と
と
な
り
、
官
房
職
員
は
全
て
解
職
さ
れ
て
い
る
。
ペ
リ
グ
ー
市
の
事
例
は
、
市
町
村
長
の
官
房
に
は
、
そ
の
者
の
能
力
、
実
績
を
評
価
す
る
と
同
時
に
、
市
町
村
長
の
個
人
的
人
脈
か
ら
信
頼
や
地
域
に
お
け
る
各
人
の
影
響
力
を
鑑
み
な
が
ら
官
房
職
が
雇
用
さ
れ
て
い
る
事
例
の
一
と
数
え
る
事
が
出
来
る
だ
ろ
う
。
そ
の
一
方
、
ボ
ル
ド
ー
市
の
官
房
職
の
採
用
に
お
い
て
は
、
市
長
か
ら
の
個
人
的
信
頼
を
置
か
れ
、
職
歴
、
能
力
を
兼
ね
備
え
た
人
物
を
採
用
し
て
お
り
、
先
の
事
務
部
局
の
上
級
幹
部
職
の
ポ
ス
ト
と
同
じ
よ
う
に
国
家
公
務
員
を
採
用
し
て
い
る
。
二
〇
〇
七
年
一
月
、
ボ
ル
ド
ー
市
長
に
返
り
咲
い
た
ジ
ュ
ペ(
A
lain



)
は
、
官
房
長
に
は
市
町
村
長
で
あ
る
ジ
ュ
ペ
が
所
属
し
て
い
る
Ｕ
Ｍ
Ｐ
党
員
で
あ
り
、
三
五
歳
の
弁
護
士
と
い
う
肩
書
き
を
持
つ
を
登
用
し
て
い
た
。
ま
た
官
房
監
と
官
房
内
国
際
関
係
部
に
は
、
外
務
省
の
出
向
し
て
く
る
国
家
公
務
員
が
配
置
さ
れ
て
お
り
、
そ
れ
が
慣
行
と
な
っ
て
い
る
と
い
う
。
(
)
ま
た
過
去
に
さ
か
の
ぼ
れ
ば
、
二
〇
〇
六
年
八
月
か
ら
二
〇
〇
七
年
一
月
ま
で
ボ
ル
ド
ー
市
長
で
あ
っ
た
マ
ル
タ
ン(
H
u
g
e
M
artin
s)
の
官
房
に
は
、
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九
ら
の
出
向
国
家
公
務
員
で
あ
り
、
Ｕ
Ｍ
Ｐ
の
党
員
で
あ
っ
た
マ
ウ(
D
id
ie
r
M
au)
が
官
房
長
と
し
て
配
さ
れ
て
い
た
。
ち
な
み
に
大
都
市
に
限
っ
て
で
あ
る
が
、
官
房
職
を
経
験
す
る
こ
と
で
議
員
職
と
し
て
の
キ
ャ
リ
ア
形
成
の
一
端
を
担
う
結
果
に
繋
が
る
こ
と
は
あ
る
。
例
え
ば
、
二
〇
〇
七
年
に
ボ
ル
ド
ー
市
の
官
房
長
を
去
っ
た
マ
ウ
で
あ
っ
た
が
、
二
〇
〇
八
年
五
月
よ
り
、
ボ
ル
ド
ー
市
近
隣
の
市
で
あ
る
ル
ピ
ア
ン
メ
ド
ッ
ク(
L
e




	
)
の
市
長
に
就
任
し
て
い
る
。
２
、
上
級
幹
部
職
と
官
房
職
の
職
務
（
１
）
事
務
総
長
の
職
務
上
級
幹
部
職
の
中
で
、
例
え
ば
市
町
村
行
政
に
お
い
て
、
市
町
村
長
の
下
、
行
政
部
局
職
員
を
取
り
仕
切
る
の
は
事
務
総
長
(
d
ire
cte
u
r



及
び




と
表
記
）
(
)
で
あ
る
。
事
務
総
長
は
、
事
務
部
局
に
お
け
る
最
上
級
幹
部
職
で
、
市
町
村
長
の
自
由
裁
量
任
用
対
象
の
職
で
あ
る
事
務
総
長
は
市
町
村
運
営
に
お
い
て
重
要
な
職
務
を
担
っ
て
い
る
。
フ
ラ
ン
ス
で
は
、
人
口
要
件
に
よ
っ
て
市
町
村
に
設
置
出
来
る
ポ
ス
ト
が
定
め
ら
れ
て
お
り
、
ま
た
運
営
資
金
の
少
な
い
小
規
模
市
町
村
に
お
い
て
は
、
人
件
費
に
充
て
る
額
も
限
ら
れ
て
い
る
の
が
実
情
で
あ
ろ
う
。
こ
の
こ
と
か
ら
、
各
人
の
抱
え
る
仕
事
の
内
容
も
小
規
模
市
町
村
と
都
市
で
は
異
な
っ
て
い
る
。
例
え
ば
人
口
一
、〇
〇
〇
人
以
下
の
市
町
村
で
働
く
事
務
総
長
の
場
合
を
見
て
み
よ
う
。
こ
の
よ
う
な
小
規
模
市
町
村
で
は
官
房
職
が
置
か
れ
て
い
な
い
場
合
も
あ
る
こ
と
か
ら
、
市
町
村
長
と
市
町
村
議
会
議
員
の
唯
一
の
行
政
部
局
か
ら
の
仲
介
者
と
し
て
事
務
総
長
は
位
置
づ
け
ら
れ
て
い
る
。
事
務
総
長
は
議
会
関
係
の
書
類
準
備
を
一
手
に
引
き
受
け
る
こ
と
も
あ
る
。
ま
た
事
務
総
長
自
ら
市
民
生
活
に
関
係
す
る
仕
事
（
選
挙
、
社
会
保
障
の
関
係
書
類
の
整
理
、
戸
籍
謄
本
の
管
理
等)
、
地
域
整
備
（
道
路
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二
〇
の
管
理
等)
、
人
件
費
の
管
理
、
等
を
担
当
す
る
場
合
も
あ
る
。
一
方
、
人
口
が
三
、五
〇
〇
人
を
超
え
る
と
、
二
、三
の
部
を
置
く
こ
と
が
可
能
な
職
員
数
を
雇
う
の
が
一
般
的
で
、
事
務
総
長
は
、
事
務
部
局
の
長
と
し
て
各
局
の
活
動
を
指
導
し
た
り
、
調
整
し
た
り
す
る
立
場
が
作
ら
れ
る
と
言
う
。
(
)
他
方
、
人
口
が
一
〇
万
人
を
超
え
、
都
市
圏
共
同
体
を
形
成
で
き
、
そ
の
中
心
市
と
な
る
よ
う
な
市
に
お
い
て
は
、
各
部
局
に
複
数
の
課
を
設
置
し
、
事
務
総
長
は
市
町
村
長
と
事
務
部
局
、
市
長
村
長
と
議
会
、
事
務
部
局
間
、
と
い
っ
た
調
整
に
関
す
る
複
数
の
関
係
を
抱
え
る
よ
う
に
な
る
。
例
え
ば
ボ
ル
ド
ー
市
で
は
毎
週
月
曜
日
、
ジ
ュ
ペ
ボ
ル
ド
ー
現
市
長
を
議
長
に
、
第
一
助
役
、
第
二
助
役
、
都
市
計
画
・
交
通
機
関
委
員
と
い
っ
た
ボ
ル
ド
ー
市
議
会
議
員
、
行
政
部
か
ら
は
事
務
総
長
が
出
席
し
て
調
整
委
員
会
を
開
き
、
そ
の
週
に
扱
う
議
題
を
話
し
合
う
と
い
う
。
(
)
事
務
総
長
は
上
級
幹
部
職
の
中
で
も
行
政
事
務
部
局
を
代
表
し
て
意
見
陳
述
を
行
う
。
こ
の
よ
う
に
人
口
が
多
く
て
も
少
な
く
て
も
、
事
務
総
長
は
市
町
村
長
の
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
の
下
に
配
置
さ
れ
て
い
る
政
策
調
整
役
と
言
え
る
だ
ろ
う
。
（
２
）
官
房
職
の
職
務
官
房
職
と
は
、
そ
の
能
力
と
任
命
権
者
で
あ
る
首
長
へ
の
忠
誠
心
に
基
づ
い
て
採
用
さ
れ
、
職
業
公
務
員
の
階
統
か
ら
は
外
れ
、
行
政
部
局
と
は
別
に
、
首
長
の
直
属
ポ
ス
ト
と
し
て
設
置
さ
れ
て
い
る
職
で
あ
る
。
官
房
職
に
あ
る
者
に
は
勤
務
す
る
市
町
村
に
お
い
て
「
政
治
上
の
順
応
的
態
度(
co
n
fo
rm
ism
e
p
o
litiq
u
e)
」
を
持
っ
て
働
く
こ
と
が
必
要
と
さ
れ
る
。
(
)
つ
ま
り
、
彼
ら
は
首
長
の
政
治
活
動
上
の
協
力
者
で
あ
る
こ
と
が
前
提
と
さ
れ
て
い
る
。
官
房
職
に
期
待
さ
れ
て
い
る
役
割
と
は
、
地
方
議
会
と
首
長
の
連
携
強
化
、
地
方
議
会
と
行
政
部
局
間
の
調
整
を
行
う
こ
と
で
あ
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う
。
そ
れ
は
、
技
術
的
な
助
言
者
と
し
て
の
役
割
を
期
待
さ
れ
て
い
る
と
言
え
、
実
際
、
彼
ら
は
、
首
長
に
関
わ
る
総
務
的
・
秘
書
的
な
業
務
を
行
い
、
ま
た
地
方
自
治
体
広
報
を
担
当
し
て
い
る
。
そ
の
際
、
官
房
の
職
員
に
は
、
行
政
部
局
か
ら
提
出
さ
れ
る
提
案
又
は
意
見
を
分
析
、
批
判
す
る
こ
と
を
必
要
と
さ
れ
る
こ
と
か
ら
、
そ
の
官
房
職
に
は
、
行
政
部
局
の
公
務
員
と
少
な
く
と
も
同
等
又
は
そ
れ
以
上
の
知
識
が
求
め
ら
れ
る
。
現
在
の
官
房
職
の
職
務
と
は
例
え
ば
市
町
村
の
場
合
、
主
に
市
町
村
長
の
活
動
上
の
補
助
を
行
う
こ
と
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、
市
町
村
長
秘
書(

d
u
M
aire)
の
統
率
を
取
る
こ
と
、
他
の
市
町
村
、
市
町
村
共
同
組
合
、
県
、
州
と
い
っ
た
外
部
の
地
方
自
治
体
と
の
政
治
的
連
携
を
図
る
こ
と
、
報
道
関
係
者
へ
の
対
応
、
等
で
あ
ろ
う
。
市
町
村
は
特
に
そ
う
で
あ
る
が
、
人
件
費
不
足
の
問
題
か
ら
、
人
口
二
万
人
以
下
の
市
町
村
に
お
い
て
は
依
然
と
し
て
事
務
部
局
幹
部
の
事
務
総
長
と
官
房
長
が
兼
職
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
多
い
と
い
う
。
こ
れ
は
、
市
町
村
内
部
で
の
行
政
部
と
政
治
部
の
意
見
統
一
の
た
め
に
は
、
重
要
ポ
ス
ト
の
二
つ
が
兼
職
さ
れ
て
い
る
方
が
調
整
を
し
や
す
い
と
捉
え
ら
れ
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。
ま
た
官
房
職
の
設
置
可
能
人
数
は
人
口
要
件
に
よ
り
定
め
ら
れ
て
お
り
、
人
口
二
万
人
以
下
の
場
合
、
一
人
し
か
官
房
職
を
置
く
事
が
出
来
な
い
と
い
う
こ
と
、
ま
た
契
約
職
員
で
あ
り
、
官
房
職
と
い
う
職
は
不
安
定
で
あ
る
し
、
小
規
模
市
町
村
で
働
く
場
合
は
給
与
と
し
て
の
魅
力
に
欠
け
る
た
め
、
優
秀
な
人
材
が
集
ま
り
に
く
い
と
い
う
問
題
も
存
在
し
て
い
る
。
(
)
ま
た
従
来
か
ら
、
官
房
職
の
職
員
は
、
上
級
幹
部
職
の
う
ち
、
公
務
員
の
身
分
を
持
つ
者
と
は
違
っ
て
、
解
任
さ
れ
た
後
の
身
分
保
障
が
無
い
な
ど
問
題
と
な
っ
て
い
る
。
（
３
）
上
級
幹
部
職
と
官
房
の
関
係
上
級
幹
部
職
、
特
に
事
務
総
長
職
と
官
房
職
の
間
の
職
務
上
の
区
別
に
つ
い
て
記
す
な
ら
ば
、
上
級
幹
部
職
た
ち
は
自
ら
に
課
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二
れ
た
行
政
事
務
に
つ
い
て
専
門
的
知
識
を
備
え
た
観
点
か
ら
統
括
す
る
役
割
を
担
っ
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。
ま
た
官
房
職
は
多
く
の
交
渉
先
と
首
長
と
を
繋
ぐ
パ
イ
プ
役
と
し
て
の
役
割
に
特
化
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
の
よ
う
な
区
別
が
見
ら
れ
る
一
方
で
、
自
治
体
の
事
務
部
局
上
級
幹
部
職
と
官
房
の
役
割
は
異
な
っ
て
い
る
が
、
中
に
は
官
房
職
を
設
置
可
能
人
数
の
最
大
ま
で
置
か
な
い
自
治
体
も
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
首
長
あ
る
い
は
党
派
の
交
代
が
長
く
起
こ
ら
ず
、
比
較
的
人
口
の
少
な
い
市
町
村
で
は
、
官
房
が
広
く
行
き
渡
ら
な
い
こ
と
が
あ
る
。
そ
の
理
由
の
一
つ
に
、
首
長
は
、
公
務
員
の
就
く
事
務
部
局
上
の
重
要
な
ポ
ス
ト
に
、
自
分
た
ち
に
と
っ
て
都
合
の
良
い
、
有
能
な
人
物
を
配
置
す
る
こ
と
が
出
来
る
か
ら
で
あ
る
。
そ
し
て
そ
こ
に
配
属
さ
れ
た
公
務
員
と
し
て
も
、
市
町
村
長
の
望
む
政
策
策
定
と
実
施
に
努
め
、
キ
ャ
リ
ア
の
向
上
を
目
指
す
。
そ
の
結
果
、
部
局
と
首
長
の
間
と
の
軋
轢
は
少
な
い
た
め
、
平
行
し
て
官
房
を
置
く
必
要
性
を
市
町
村
長
は
感
じ
な
い
の
で
あ
ろ
う
。
一
方
、
人
口
の
多
い
市
や
州
や
県
、
と
い
っ
た
自
治
体
で
は
、
仕
事
量
も
多
く
、
そ
の
内
容
も
多
様
で
あ
っ
て
、
官
房
が
活
発
に
活
動
す
る
場
面
が
あ
る
こ
と
も
想
定
出
来
、
事
務
上
の
交
渉
役
で
も
あ
る
官
房
組
織
が
整
備
さ
れ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
四
、
首
長
・
上
級
幹
部
職
・
官
房
職
間
の
関
係
フ
ラ
ン
ス
で
は
各
地
方
自
治
体
首
長
は
、
い
ず
れ
も
当
該
地
方
議
会
議
員
の
中
か
ら
互
選
に
よ
っ
て
選
出
さ
れ
る
。
彼
ら
は
一
旦
選
出
さ
れ
れ
ば
、
本
人
が
辞
職
の
意
を
公
に
示
さ
な
い
限
り
、
六
年
間
の
任
期
は
基
本
的
に
は
保
障
さ
れ
て
い
る
。
何
故
な
ら
彼
ら
は
議
会
か
ら
不
信
任
と
さ
れ
、
辞
職
に
追
い
込
ま
れ
る
こ
と
は
ま
ず
な
い
か
ら
で
あ
る
。
例
え
ば
、
人
口
三
五
〇
〇
人
以
上
の
市
町
村
で
は
、
最
多
票
を
得
た
名
簿
の
第
一
順
位
に
記
載
さ
れ
た
候
補
者
が
、
定
め
ら
れ
た
手
続
き
を
経
て
市
町
村
長
に
選
出
さ
れ
る
仕
組
み
と
な
っ
て
い
る
。
そ
こ
で
市
町
村
議
会
選
挙
は
事
実
上
の
市
町
村
長
選
挙
の
意
味
も
併
せ
持
つ
。
よ
っ
て
議
会
に
は
市
長
村
長
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二
三
お
よ
び
助
役
を
選
出
し
、
彼
ら
を
支
持
す
る
多
数
派
が
存
在
し
て
い
る
訳
だ
か
ら
、
彼
ら
の
政
治
的
な
立
場
は
強
い
と
言
え
る
だ
ろ
う
。
す
な
わ
ち
議
会
に
お
け
る
市
町
村
長
の
権
限
や
権
威
は
高
く
位
置
づ
け
ら
れ
て
い
る
と
考
え
ら
れ
、
市
町
村
長
は
議
会
に
お
い
て
は
政
治
的
に
強
い
立
場
に
基
づ
い
た
活
動
が
で
き
る
制
度
が
設
定
さ
れ
て
い
る
と
言
え
る
。
(
)
そ
れ
で
は
以
下
に
お
い
て
、
首
長
の
立
場
を
表
す
事
例
と
し
て
、
市
町
村
長
と
そ
の
自
由
裁
量
職
の
関
係
に
つ
い
て
二
点
、
取
り
上
げ
る
こ
と
と
し
た
い
。
１
、
市
町
村
長
と
事
務
総
長
の
関
係
市
町
村
長
と
自
治
体
部
局
と
の
関
係
に
つ
い
て
言
及
し
た
ト
ゥ
ニ
グ
は
、
事
務
部
局
最
上
級
幹
部
の
事
務
総
長
に
、
市
町
村
長
の
政
策
を
支
持
す
る
公
務
員
を
配
置
さ
せ
る
こ
と
が
市
町
村
長
の
重
要
な
リ
ソ
ー
ス
に
な
る
と
記
述
し
て
い
る
。
(
)
つ
ま
り
事
務
総
長
は
市
町
村
長
の
権
限
強
化
に
協
力
す
る
者
と
し
て
採
用
さ
れ
て
い
る
と
い
う
。
(
)
よ
っ
て
事
務
総
長
は
、
市
町
村
長
の
牽
引
す
る
政
策
に
関
わ
る
様
々
な
仕
事
を
補
佐
す
る
役
割
が
重
要
視
さ
れ
て
い
る
と
言
え
よ
う
。
そ
の
よ
う
な
傾
向
は
職
員
研
修
機
関
の
充
実
策
を
通
じ
て
、
管
理
職
の
能
力
向
上
が
図
ら
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
も
垣
間
見
る
こ
と
が
で
き
る
だ
ろ
う
。
つ
ま
り
、
先
に
も
指
摘
し
た
よ
う
に
、
政
策
の
有
効
性
に
つ
い
て
は
、
首
長
の
採
用
す
る
職
員
の
能
力
に
依
る
部
分
も
あ
り
、
有
能
な
公
務
員
の
採
用
は
市
町
村
に
お
い
て
重
要
な
課
題
と
な
っ
て
い
る
と
言
え
る
。
ま
た
ト
ゥ
ニ
グ
は
事
務
総
長
を
は
じ
め
と
し
た
上
級
幹
部
職
に
は
市
町
村
長
に
対
抗
し
う
る
よ
う
な
独
自
の
権
限
、
例
え
ば
、
出
向
、
あ
る
い
は
直
接
採
用
の
方
法
で
事
務
総
長
と
し
て
就
任
し
た
者
が
当
該
市
町
村
に
お
い
て
正
規
職
員
と
し
て
雇
用
さ
れ
る
と
か
、
事
務
総
長
自
ら
が
独
自
の
判
断
で
署
名
を
行
う
こ
と
が
出
来
る
権
利
を
持
つ
こ
と
は
決
し
て
認
め
な
い
よ
う
な
制
度
を
採
っ
て
い
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(
)
と
記
す
。
す
な
わ
ち
こ
れ
は
、
市
町
村
長
が
行
政
部
の
長
と
し
て
強
い
影
響
力
を
保
持
す
る
こ
と
に
配
慮
し
た
制
度
設
計
に
な
っ
て
お
り
、
実
際
、
市
町
村
に
お
い
て
行
政
部
局
を
管
理
運
営
し
、
調
整
す
る
権
限
を
持
つ
者
は
市
町
村
長
だ
け
で
あ
る
、
と
い
う
こ
と
を
指
し
て
い
る
。
例
え
ば
、
マ
ル
セ
イ
ユ
、
ボ
ル
ド
ー
に
お
け
る
地
域
開
発
政
策
の
政
策
過
程
を
め
ぐ
る
様
相
を
記
述
し
た
ド
ゥ
・
マ
イ
ヤ
ー
ル(
D
e
M
aillard)
に
依
れ
ば
、
事
務
総
長
は
自
治
体
内
外
各
所
と
の
仲
介
役
の
ト
ッ
プ
と
し
て
存
在
し
て
お
り
、
制
度
上
定
め
ら
れ
た
規
則
に
従
っ
て
、
市
町
村
外
の
者
た
ち
、
す
な
わ
ち
中
央
省
庁
、
国
の
出
先
機
関
、
私
企
業
な
ど
と
の
交
渉
に
当
た
る
。
し
か
し
そ
れ
は
制
度
上
、
事
務
手
続
き
事
項
を
確
認
す
る
こ
と
に
限
ら
れ
て
い
る
と
言
う
。
ま
た
具
体
的
活
動
計
画
策
定
の
段
階
に
お
い
て
、
事
務
総
長
が
決
定
権
を
握
る
こ
と
は
無
く
、
事
務
総
長
が
承
認
し
た
案
で
あ
っ
て
も
、
市
町
村
長
が
計
画
変
更
を
言
い
渡
せ
ば
、
計
画
変
更
と
な
る
と
言
う
。
(
)
結
局
、
市
町
村
長
は
自
ら
の
市
町
村
運
営
に
お
い
て
共
通
の
関
心
を
持
つ
者
を
事
務
総
長
や
部
局
長
ポ
ス
ト
に
任
命
を
し
て
い
る
。
そ
れ
は
市
町
村
長
直
属
の
部
下
で
あ
る
こ
と
を
指
し
、
部
局
長
、
そ
し
て
行
政
部
最
上
級
幹
部
の
事
務
総
長
は
、
他
の
管
理
職
公
務
員
た
ち
よ
り
も
市
町
村
長
か
ら
の
強
い
統
率
の
下
、
配
置
さ
れ
て
い
る
と
言
え
る
だ
ろ
う
。
２
、
地
方
公
務
員
任
用
を
め
ぐ
る
政
治
化
現
象
こ
こ
で
は
フ
ラ
ン
ス
に
お
い
て
、
地
方
公
務
員
制
度
上
の
政
治
化
現
象
、
す
な
わ
ち
、
地
方
公
務
員
制
度
上
の
首
長
に
よ
る
自
由
裁
量
が
ど
の
よ
う
に
捉
え
ら
れ
て
い
る
か
に
つ
い
て
概
観
す
る
。
デ
ィ
オ
ン(




D
io
n)
に
よ
れ
ば
、
首
長
に
よ
る
自
由
裁
量
任
用
に
つ
い
て
、
市
町
村
を
取
り
上
げ
な
が
ら
検
討
し
て
い
る
。
そ
れ
に
依
れ
ば
、
市
町
村
長
の
意
思
で
の
職
員
任
免
は
、
市
町
村
長
の
政
治
的
意
思
に
左
右
さ
れ
る
任
用
と
し
て
、
公
務
員
が
政
治
家
の
意
思
に
よ
っ
て
活
動
の
影
響
を
受
け
る
「
職
務
上
の
政
治
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五
化(
p
o
litisatio
n
fo
n
ctio
n
n
e
lle)
」
の
一
側
面
と
も
言
え
る
、
と
記
す
。
し
か
し
な
が
ら
、
こ
の
よ
う
な
任
免
方
法
は
、
ご
く
一
般
的
な
こ
と(
re
lativ
e
m
e
n
t
n
o
rm
ale)
と
強
調
す
る
。
(
)
つ
ま
り
、
こ
の
よ
う
な
任
免
方
法
は
自
治
体
部
局
内
ヒ
エ
ラ
ル
キ
ー
で
一
部
の
上
級
幹
部
職
に
限
ら
れ
て
い
る
こ
と
で
あ
り
、
自
ら
の
政
治
党
派
の
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
へ
市
町
村
職
員
を
引
き
入
れ
る
と
い
っ
た
性
格
を
持
つ
事
象
で
は
な
い
と
す
る
。
市
町
村
長
に
と
っ
て
は
こ
の
任
用
は
、
自
ら
の
方
針
に
忠
実
で
あ
る
職
員
を
幹
部
職
に
据
え
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
政
策
過
程
上
、
正
確
な
情
報
を
得
る
こ
と
を
心
が
け
、
政
策
施
行
の
際
に
は
有
効
に
実
行
さ
れ
る
こ
と
へ
の
期
待
で
あ
る
。
そ
し
て
、
組
織
の
膠
着
化
と
も
言
え
る
官
僚
主
義
化
を
防
ぐ
こ
と
、
市
町
村
長
以
外
の
市
町
村
議
会
議
員
が
行
政
部
と
協
同
で
権
限
を
拡
大
さ
せ
る
こ
と
を
防
ぐ
こ
と
、
を
目
的
に
、
こ
の
任
用
方
法
が
継
続
し
て
採
用
さ
れ
て
き
た
こ
と
の
理
由
を
、
こ
の
公
務
員
の
政
治
化
が
強
く
批
判
の
対
象
と
な
ら
な
い
理
由
と
し
て
記
す
。
(
)
ま
た
客
観
的
な
基
準
に
乏
し
い
ま
ま
採
用
さ
れ
る
の
で
資
格
任
用
制
の
原
則
と
政
治
的
中
立
性
が
損
な
わ
れ
る
と
の
批
判
は
あ
る
が
、
首
長
に
従
順
な
幹
部
職
を
雇
う
事
が
出
来
、
組
織
内
部
及
び
地
方
議
員
と
首
長
の
意
思
疎
通
を
促
す
こ
と
に
繋
が
る
等
の
利
点
を
述
べ
る
。
(
)
一
方
の
上
級
幹
部
職
た
ち
に
と
っ
て
は
、
更
迭
さ
れ
た
と
し
て
も
、
地
方
公
務
員
で
あ
る
な
ら
ば
元
に
い
た
職
群
(
cad
re
d
’e
m
p
lo
i)
へ
と
戻
り
、
ま
た
別
の
職
に
お
い
て
当
該
市
町
村
内
、
あ
る
い
は
そ
れ
以
外
の
公
共
団
体
に
お
い
て
勤
務
す
る
。
ま
た
新
し
く
選
出
さ
れ
た
市
町
村
長
は
、
更
迭
し
た
職
員
が
所
属
し
て
い
た
職
群
か
ら
、
あ
る
い
は
別
の
職
群
か
ら
、
別
の
メ
ン
バ
ー
を
選
抜
し
、
上
級
幹
部
職
へ
と
任
命
す
る
。
こ
の
よ
う
に
、
公
務
員
に
お
い
て
は
等
級
と
職
が
区
別
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
解
職
さ
れ
た
と
し
て
も
、
自
ら
の
属
し
て
い
る
職
群
、
あ
る
い
は
職
団
に
基
づ
い
て
別
の
職
を
探
す
こ
と
が
出
来
る
。
す
な
わ
ち
解
職
さ
れ
て
も
地
方
公
務
員
と
し
て
の
そ
の
身
分
を
常
時
保
持
す
る
こ
と
が
出
来
る
の
で
あ
る
。
よ
っ
て
、
地
方
公
務
員
に
お
け
る
上
級
幹
部
職
に
お
け
る
職
員
の
任
免
に
関
す
る
政
治
化
現
象
に
お
い
て
、
地
方
公
務
員
の
職
群
制
度
こ
そ
が
地
方
公
務
員
の
身
分
保
障
を
支
え
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そ
れ
で
は
こ
の
よ
う
な
様
相
が
地
方
公
務
員
制
度
上
に
存
在
す
る
こ
と
を
記
し
た
う
え
で
、
国
家
公
務
員
制
度
と
比
較
し
な
が
ら
、
更
に
地
方
公
務
員
任
用
上
の
政
治
化
が
ど
の
よ
う
に
捉
え
ら
れ
て
い
る
か
に
つ
い
て
見
て
い
く
こ
と
と
し
よ
う
。
第
一
に
、
地
方
自
治
体
首
長
の
進
退
と
自
由
裁
量
ポ
ス
ト
の
関
係
に
つ
い
て
で
あ
る
。
ロ
ー
バ
ン
に
よ
る
中
央
政
府
に
お
け
る
自
由
裁
量
職
に
関
し
て
議
論
を
見
て
み
る
と
、
中
央
政
府
に
お
け
る
上
級
幹
部
職
職
員
を
対
象
と
し
た
上
級
国
家
公
務
員
の
人
員
更
迭
は
、
社
会
党
政
権
が
成
立
し
た
一
九
八
一
年
、
第
一
次
保
革
共
存(
co
h
ab
itatio
n)
が
成
立
し
た
一
九
八
六
年
に
は
多
数
の
者
が
そ
の
対
象
と
な
っ
た
。
し
か
し
そ
の
後
、
一
九
八
八
年
、
一
九
九
三
年
、
一
九
九
五
年
、
一
九
九
七
年
時
に
は
大
量
の
交
代
は
見
ら
れ
な
か
っ
た
と
い
う
。
(
)
人
員
交
代
が
見
ら
れ
る
要
因
に
は
、
中
央
政
府
に
お
け
る
右
翼
か
ら
左
翼
、
左
翼
か
ら
右
翼
へ
の
政
権
交
代
と
い
っ
た
党
派
的
な
理
由
が
あ
る
が
、
九
〇
年
代
の
保
革
共
存
時
は
大
量
の
更
迭
者
を
生
む
こ
と
は
無
か
っ
た
こ
と
か
ら
、
一
九
八
〇
年
代
に
比
し
て
少
な
く
と
も
九
〇
年
代
の
中
央
政
府
に
お
い
て
は
、
政
策
過
程
に
お
け
る
彼
ら
上
級
国
家
公
務
員
の
持
つ
政
策
能
力
や
、
能
力
の
継
続
性
の
必
要
と
い
っ
た
こ
と
か
ら
総
合
的
に
人
事
上
の
判
断
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
い
る
と
言
わ
れ
た
。
一
方
、
地
方
公
務
員
に
つ
い
て
は
、
例
え
ば
市
町
村
職
員
に
お
い
て
は
先
に
記
し
た
通
り
、
市
町
村
選
挙
後
に
首
長
は
じ
め
地
方
議
会
の
党
派
が
交
代
し
た
場
合
に
は
、
上
級
幹
部
職
に
お
け
る
職
員
の
更
迭
は
頻
繁
に
見
ら
れ
る
現
象
で
あ
る
。
第
二
に
、
政
治
家
か
ら
公
務
員
に
求
め
ら
れ
る
役
割
の
変
化
に
つ
い
て
の
論
点
で
あ
る
。
再
び
ロ
ー
バ
ン
に
よ
る
と
、
一
九
七
〇
年
代
を
境
に
、
国
会
議
員
た
ち
が
上
級
国
家
公
務
員
た
ち
に
期
待
す
る
役
割
に
変
化
が
見
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
と
主
張
す
る
。
ロ
ー
バ
ン
の
国
家
公
務
員
に
関
す
る
説
明
に
依
れ
ば
、
一
九
七
〇
年
代
に
至
る
ま
で
、
政
策
決
定
に
お
い
て
は
上
級
国
家
公
務
員
た
ち
が
大
き
な
影
響
力
を
持
っ
て
い
た
と
す
る
。
大
統
領
選
挙
に
お
い
て
公
約
と
し
て
市
民
に
提
示
し
た
事
柄
に
対
し
て
、
従
来
で
あ
れ
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領
が
示
す
一
政
策
に
対
し
て
、
上
級
国
家
公
務
員
は
彼
の
示
し
た
政
策
の
趣
旨
に
沿
い
な
が
ら
も
、
上
級
国
家
公
務
員
た
ち
が
別
に
用
意
し
た
代
替
案
を
も
っ
て
そ
の
対
応
策
と
す
る
こ
と
も
可
能
で
あ
っ
た
。
し
か
し
左
翼
系
政
党
が
地
方
議
会
で
勝
利
を
収
め
る
こ
と
が
続
い
た
一
九
七
〇
年
代
に
お
い
て
、
大
統
領
は
上
級
国
家
公
務
員
に
彼
自
身
が
公
約
と
し
て
示
し
た
内
容
に
忠
実
に
適
応
で
き
る
解
答
を
見
つ
け
て
く
る
こ
と
を
求
め
る
よ
う
に
な
っ
た
、
と
ロ
ー
バ
ン
は
主
張
す
る
。
つ
ま
り
、
従
来
よ
り
も
大
統
領
が
示
す
「
政
策
へ
の
忠
実
さ(
lo
y
alty)
」
が
公
務
員
に
は
求
め
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
と
す
る
。
そ
し
て
一
九
八
一
年
に
社
会
党
大
統
領
が
誕
生
し
た
後
に
は
こ
の
傾
向
は
加
速
し
て
い
っ
た
と
い
う
。
そ
れ
で
は
、
地
方
公
務
員
の
場
合
は
ど
う
で
あ
ろ
う
か
。
地
方
自
治
体
の
上
級
幹
部
職
へ
の
地
方
議
会
議
員
を
は
じ
め
、
地
方
議
会
議
員
、
国
会
議
員
か
ら
求
め
ら
れ
る
役
割
の
変
化
に
つ
い
て
見
て
み
よ
う
。
ロ
ー
バ
ン
は
県
を
取
り
上
げ
な
が
ら
、
公
務
員
た
ち
に
求
め
ら
れ
る
役
割
の
変
化
に
つ
い
て
説
明
し
て
い
る
。
そ
し
て
地
方
自
治
体
の
上
級
幹
部
職
の
役
割
の
変
化
に
影
響
を
与
え
た
の
は
一
九
八
〇
年
代
以
降
の
地
方
分
権
化
政
策
と
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
統
合
で
あ
る
と
記
し
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
一
九
八
〇
年
代
以
降
の
地
方
分
権
化
政
策
の
深
化
に
伴
っ
て
、
地
方
出
先
機
関
の
上
級
国
家
公
務
員
た
ち
は
、
従
来
の
よ
う
に
地
方
議
会
議
員
た
ち
と
の
関
係
を
重
視
す
る
ば
か
り
で
な
く
、
地
方
公
務
員
の
幹
部
職
に
就
く
者
た
ち
と
も
、
よ
り
協
調
を
図
っ
て
政
策
を
進
め
て
い
く
こ
と
が
増
加
し
た
こ
と
、
そ
れ
と
平
行
し
て
、
地
方
公
務
員
の
政
策
に
対
す
る
専
門
化
が
深
ま
り
、
地
元
の
実
状
を
良
く
知
っ
て
い
る
地
方
公
務
員
の
政
策
決
定
上
の
影
響
力
が
拡
大
し
て
い
っ
た
と
ロ
ー
バ
ン
は
指
摘
す
る
。
加
え
て
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
統
合
の
深
化
に
伴
い
、
地
方
公
務
員
は
外
交
上
、
ま
た
周
辺
国
と
の
地
方
自
治
体
政
策
に
関
連
す
る
専
門
的
知
識
を
身
に
つ
け
る
こ
と
が
よ
り
必
要
と
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
と
す
る
。
県
に
お
い
て
は
Ｅ
Ｕ
構
造
基
金
と
い
っ
た
州
に
対
す
る
Ｅ
Ｕ
か
ら
の
基
金
を
、
自
県
の
地
域
経
済
開
発
に
誘
導
す
る
た
め
に
、
県
公
務
員
は
政
策
立
案
に
積
極
的
に
関
わ
っ
て
い
る
と
言
う
。
そ
れ
は
同
時
に
、
県
下
に
お
け
る
要
求
を
県
議
会
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員
が
的
確
に
把
握
し
、
彼
ら
が
県
や
州
の
地
方
公
務
員
ま
た
国
家
公
務
員
と
連
携
し
て
良
質
の
政
策
を
提
案
す
る
こ
と
で
、
自
県
へ
の
地
域
開
発
基
金
の
誘
導
に
繋
げ
て
い
こ
う
と
す
る
方
向
性
を
見
て
取
れ
よ
う
。
よ
っ
て
、
県
議
会
議
員
か
ら
の
要
求
に
合
わ
せ
て
、
県
勤
務
の
地
方
公
務
員
も
ま
た
情
報
を
正
し
く
把
握
し
、
そ
の
要
求
に
合
わ
せ
た
政
策
を
立
案
で
き
る
こ
と
の
重
要
性
が
増
し
た
と
す
る
の
で
あ
る
。
(
)
こ
の
よ
う
な
状
況
は
州
勤
務
の
地
方
公
務
員
に
も
あ
て
は
ま
る
だ
ろ
う
。
も
ち
ろ
ん
県
や
州
、
都
市
の
場
合
、
地
方
自
治
体
上
級
幹
部
職
ポ
ス
ト
に
国
家
公
務
員
が
勤
務
し
て
い
る
こ
と
も
あ
る
だ
ろ
う
。
し
か
し
な
が
ら
少
な
く
と
も
、
地
方
公
務
員
も
当
然
の
こ
と
な
が
ら
こ
の
よ
う
な
ポ
ス
ト
に
就
い
て
い
る
者
が
多
く
存
在
し
て
お
り
、
少
な
く
と
も
こ
の
よ
う
な
場
合
、
地
方
公
務
員
に
お
い
て
も
ま
た
、
地
方
議
会
議
員
が
提
示
す
る
政
策
に
つ
い
て
、
よ
り
忠
実
に
政
策
を
立
案
及
び
実
現
さ
せ
る
こ
と
が
以
前
よ
り
も
求
め
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
と
言
え
よ
う
。
第
三
に
、
キ
ャ
リ
ア
展
開
に
関
す
る
点
で
あ
る
。
高
級
官
僚
養
成
校
で
あ
る
Ｅ
Ｎ
Ａ
を
卒
業
し
、
い
わ
ゆ
る
「
グ
ラ
ン
コ
ー
ル
(
G
ran
d
co
rp
s)
」
と
呼
ば
れ
る
職
団(
co
rp
s)
に
所
属
す
る
国
家
公
務
員
の
場
合
、
大
統
領
府
、
総
理
大
臣
官
房
、
各
省
庁
の
大
臣
官
房
と
い
っ
た
、
政
府
要
職
に
就
く
こ
と
は
珍
し
い
こ
と
で
は
な
い
。
(
)
中
に
は
、
そ
の
後
、
政
党
政
治
家
に
転
身
す
る
ケ
ー
ス
も
見
ら
れ
る
。
一
方
、
地
方
公
務
員
の
場
合
、
地
方
公
務
員
が
自
治
体
部
局
に
お
け
る
上
級
幹
部
職
に
就
任
し
た
か
ら
と
い
っ
て
、
そ
の
後
、
そ
の
者
自
身
が
地
方
議
会
議
員
、
国
会
議
員
と
な
る
と
い
っ
た
事
例
は
未
だ
一
般
的
で
は
無
い
。
彼
ら
の
多
く
は
職
業
公
務
員
と
し
て
そ
の
職
歴
を
積
ん
で
い
く
。
し
か
し
、
二
〇
一
一
年
四
月
現
在
、
内
務
・
地
方
自
治
体
・
移
民
・
海
外
領
土
担
当
大
臣
(
M
in
istre




d
u
m
in
istre
d
e
	



d
e
l’O
u
tre
-M
e
r,
d
e
s



te
rrito
riale
s
e
t
d
e
l’Im
m
ig
ratio
n
,



d
e
l’O
u
tre
-M
e
r)
は
、
地
方
公
務
員
と
い
う
経
歴
を
持
つ
パ
ン
シ
ャ
ー(
M
arie
-L
u
ce
P
e
n
ch
ard)
が
そ
の
任
に
当
た
っ
て
い
る
。
よ
っ
て
、
こ
の
点
に
つ
い
て
は
今
後
の
検
討
課
題
と
し
た
い
。
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二
九
五
、
お
わ
り
に
本
稿
で
は
、
地
方
自
治
体
に
お
け
る
首
長
の
自
由
裁
量
ポ
ス
ト
に
つ
い
て
、
任
用
方
法
を
整
理
し
、
そ
れ
ら
の
諸
ポ
ス
ト
が
地
方
自
治
体
組
織
の
中
で
、
ど
の
よ
う
に
定
着
し
、
ど
の
よ
う
な
性
格
を
持
つ
職
と
し
て
捉
え
ら
れ
て
い
る
の
か
に
つ
い
て
検
討
を
行
っ
た
。
ア
ル
カ
ラ
ズ
に
依
れ
ば
、
地
方
自
治
体
首
長
に
よ
る
自
由
裁
量
ポ
ス
ト
が
自
由
任
用
、
政
治
任
用
が
制
度
と
し
て
定
着
し
て
い
る
背
景
に
は
、
こ
の
よ
う
な
任
用
方
法
が
第
五
共
和
制
憲
法
七
二
条
に
あ
る
地
方
自
治
体
の
「
自
由
な
行
政
」
の
範
囲
内
で
あ
る
と
理
解
さ
れ
て
い
る
か
ら
と
す
る
。
ま
た
自
治
体
に
お
い
て
、
こ
れ
ら
の
職
へ
、
首
長
が
、
権
限
の
一
部
を
付
託
し
て
い
る(

)
と
捉
え
ら
れ
て
い
る
と
す
る
。
そ
こ
で
、
首
長
お
よ
び
執
行
部
が
交
代
す
る
際
、
こ
れ
ら
の
職
に
つ
い
て
も
、
そ
の
任
命
権
者
と
同
じ
立
場
に
あ
る
職
員
と
し
て
認
識
さ
れ
、
雇
用
さ
れ
て
い
る
以
上
、
共
に
解
任
さ
れ
る
こ
と
が
妥
当
で
あ
る
と
の
認
識
が
定
着
し
て
い
る
も
の
と
考
え
ら
れ
る
と
主
張
す
る
の
で
あ
る
。
(
)
確
か
に
、
そ
の
一
面
を
見
つ
け
出
す
こ
と
は
出
来
る
で
あ
ろ
う
。
上
級
幹
部
職
、
官
房
職
に
市
町
村
長
が
実
質
的
な
決
定
権
限
を
託
す
こ
と
は
無
い
こ
と
を
前
提
と
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
で
あ
ろ
う
が
、
彼
ら
は
首
長
と
の
信
頼
関
係
の
下
、
採
用
さ
れ
、
そ
の
政
策
過
程
に
深
く
関
わ
っ
て
い
る
こ
と
は
事
実
で
あ
る
。
そ
こ
で
、
彼
ら
の
政
策
運
営
管
理
上
の
権
限
の
源
で
あ
る
が
首
長
が
交
代
す
る
場
合
に
併
せ
て
彼
ら
も
解
職
さ
れ
る
こ
と
の
合
理
性
は
成
立
す
る
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
、
そ
の
一
方
で
、
制
度
の
定
着
に
際
し
て
は
、
地
方
公
務
員
側
に
利
す
る
身
分
保
障
の
充
実
が
併
せ
て
考
慮
さ
れ
て
い
る
こ
と
に
注
目
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
つ
ま
り
、
職
を
解
任
さ
れ
た
後
に
、
地
方
公
務
員
の
場
合
で
あ
る
な
ら
ば
、
各
種
、
職
群
に
沿
い
、
元
々
就
い
て
い
た
職
と
同
等
、
あ
る
い
は
そ
れ
以
上
の
次
の
ポ
ス
ト
の
提
示
が
行
わ
れ
た
り
、
あ
る
い
は
次
の
職
を
見
つ
け
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三
〇
ら
れ
な
い
場
合
は
、
全
国
地
方
公
務
員
セ
ン
タ
ー
及
び
そ
の
代
表
部
が
一
定
期
間
、
地
方
公
務
員
の
身
分
を
預
か
る
こ
と
が
行
わ
れ
た
り
と
、
身
分
保
障
を
行
う
制
度
が
整
備
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
官
房
職
に
関
し
て
は
退
職
金
が
受
給
さ
れ
る
こ
と
が
定
め
ら
れ
る
な
ど
、
現
在
も
身
分
保
障
に
つ
い
て
議
論
が
重
ね
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
、
彼
ら
の
任
免
に
は
、
自
身
の
任
命
権
者
で
あ
る
首
長
の
都
合
で
、
そ
の
身
分
が
左
右
さ
れ
る
と
い
っ
た
政
治
的
な
面
を
持
ち
合
わ
せ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
彼
ら
へ
の
身
分
保
障
を
充
実
さ
せ
る
こ
と
こ
そ
、
首
長
が
こ
れ
ら
の
ポ
ス
ト
に
就
く
者
か
ら
の
信
頼
を
得
る
こ
と
の
基
礎
の
一
つ
と
な
っ
て
い
る
と
言
え
る
だ
ろ
う
。
そ
れ
に
関
連
し
て
改
め
て
、
大
都
市
、
県
、
州
に
は
良
く
見
ら
れ
る
こ
と
で
あ
る
が
、
地
方
自
治
体
の
ポ
ス
ト
と
い
え
ど
も
、
首
長
に
よ
る
自
由
裁
量
職
に
国
家
公
務
員
を
配
置
し
て
い
る
と
い
う
こ
と
、
ま
た
そ
れ
は
一
般
的
に
行
わ
れ
て
い
る
と
い
っ
た
状
況
に
つ
い
て
記
し
て
お
こ
う
。
こ
れ
は
制
度
上
、
認
め
ら
れ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
と
同
時
に
、
継
続
し
て
行
わ
れ
て
き
た
側
面
を
持
っ
て
い
る
。
こ
の
こ
と
を
地
方
公
務
員
の
能
力
不
足
に
よ
る
も
の
と
見
る
か
、「
適
材
適
所
」
と
い
う
観
点
で
国
家
公
務
員
、
地
方
公
務
員
の
区
別
無
く
、
能
力
あ
る
者
を
採
用
し
て
い
る
、
と
見
る
か
は
判
断
が
難
し
い
。
と
は
い
え
、
こ
の
制
度
を
支
え
て
い
る
の
も
、
国
家
公
務
員
で
言
え
ば
職
団
制
度
、
地
方
公
務
員
で
言
え
ば
職
群
制
度
と
い
っ
た
職
と
等
級
を
分
離
さ
せ
た
制
度
で
あ
る
。
何
故
な
ら
、
た
と
え
そ
の
職
を
解
職
さ
れ
た
と
し
て
も
、
公
務
員
た
ち
は
自
ら
所
属
す
る
等
級
、
ひ
い
て
は
職
団
、
職
群
を
元
に
、
新
た
に
自
身
の
ポ
ス
ト
を
探
す
こ
と
が
で
き
る
か
ら
で
あ
る
。
よ
っ
て
こ
の
職
と
等
級
の
区
別
こ
そ
、
フ
ラ
ン
ス
の
公
務
員
制
度
の
身
分
保
障
を
支
え
る
要
の
一
つ
で
あ
り
、
ま
た
首
長
の
自
由
裁
量
を
制
度
と
し
て
成
立
さ
せ
る
要
因
の
一
つ
で
あ
る
と
い
え
る
だ
ろ
う
。
(
)
行
政
法
典(
C
o
d
e
ad
m
in
istrativ
e)
五
〇
七
条
に
お
い
て
事
務
総
長
、
市
町
村
事
務
長
、
技
術
総
長
、
そ
の
他
行
政
部
局
の
長
が
、
市
長
村
長
に
よ
る
自
由
裁
量
ポ
ス
ト
と
認
め
ら
れ
て
い
た
。
(
)
下
井
は
フ
ラ
ン
ス
国
家
公
務
員
制
度
に
お
け
る
ス
ポ
イ
ル
ズ
・
シ
ス
テ
ム
を
説
明
し
て
い
る
。
下
井
康
史
「
フ
ラ
ン
ス
公
務
員
法
制
法と政治 62巻 2号 (2011年 7月)
フ
ラ
ン
ス
に
お
け
る
地
方
公
務
員
上
級
幹
部
職
と
官
房
職
971
三
一
の
概
要
任
用
・
昇
進
シ
ス
テ
ム
を
中
心
に
」(
財)
日
本
Ｉ
Ｌ
Ｏ
協
会
編
『
欧
米
の
公
務
員
制
度
と
日
本
の
公
務
員
制
度
公
務
労
働
の
現
状
と
未
来
』p
.
3
2

3
3
、
二
〇
〇
三
年
。
(
)
自
由
任
用
と
政
治
任
用
の
違
い
に
つ
い
て
は
、
西
尾
に
よ
る
分
類
を
参
照
し
た
。
西
尾
勝
「
特
別
寄
稿
・
政
治
任
用
〜
専
門
家
か
ら
見
た
展
望
と
留
意
点
〜
フ
ラ
ン
ス
に
お
け
る
政
治
任
用
」『
平
成
一
六
年
度
公
務
員
白
書』
、
人
事
院
、
二
〇
〇
四
年
。h
ttp
://ssl.jin
ji.g
o
.
jp
/h
ak
u
sh
o
/h
1
6
/jin
e
2
0
0
5
0
2
_
2
_
0
3
0
.h
tm
l
（
二
〇
一
一
年
四
月
八
日
閲
覧
）
(
)
C
E
,
1
8
m
ai
1
9
9
4
,
M
m
e
M
ercier,
R
ec.
C
E
,
p
.
2
4
2
;
C
E
,
2
9
jan
v
.
1
9
9
6
,
G
rau
x
,
A
JF
P
1
/
1
9
9
6
,
p
.
1
6
;
C
A
A
B
o
rd
e
au
x
,
2
7
m
ars
2
0
0
0
,
M
.

,
re
q
.
N
o
9
8
B
X
0
0
0
7
8
.
(
)
直
接
採
用
が
認
め
ら
れ
た
職
と
は
、
行
政
職
員(
A
g
e
n
t
ad
m
in
istratif)
、
学
芸
職
員(
ag
e
n
t
d
u
p
atrim
o
in
e)
、
維
持
係(
ag
e
n
t
d
’e
n
tre
tie
n)
、
運
転
手(
co
n
d
u
cte
u
r)
、
社
会
係(
ag
e
n
t
so
cial)
で
あ
り
、
職
の
給
与
等
級
２
の
者
と
さ
れ
た
。
(
)
二
〇
〇
七
年
一
二
月
、
ペ
リ
グ
ー
市(


	



)
事
務
総
長
へ
の
筆
者
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
に
よ
る
。
(
)
一
九
八
五
年
九
月
一
六
日
デ
ク
レ(


	

n

8
5
98
6
d
u
1
6
se
p
te
m
b
re
1
9
8
5)
に
依
る
と
、
出
向
や
特
別
併
任
を
伴
っ
た
職
務
が
終
了
し
、
元
に
い
た
職
団
あ
る
い
は
職
群
に
戻
る
場
合
、
元
来
と
同
等
あ
る
い
は
そ
れ
以
上
の
等
級
に
所
属
す
る
こ
と
に
な
る
と
い
う
。
る
か
、
退
職
す
る
こ
と
と
な
る
。
(
)
県
に
お
い
て
は
、
人
口
一
〇
万
人
以
下
は
三
人
、
人
口
一
〇
万
一
人
か
ら
一
〇
〇
万
人
以
下
で
は
人
口
一
五
万
人
ご
と
に
一
人
の
増
員
、
人
口
一
〇
〇
万
一
人
以
上
で
は
五
〇
万
人
ご
と
に
一
人
の
増
員
と
な
っ
て
い
る
。
州
に
お
い
て
は
、
人
口
五
〇
万
人
以
下
で
は
五
人
、
人
口
五
〇
万
一
人
以
上
で
は
人
口
五
〇
万
人
毎
に
一
人
、
増
員
さ
れ
る
。
(
)
他
の
職
業
と
の
兼
職
に
つ
い
て
は
、
一
九
三
六
年
一
〇
月
二
九
日
法
と
デ
ク
レ
に
お
い
て
一
公
職
と
他
の
公
職
あ
る
い
は
他
の
民
間
の
職
と
の
兼
職
は
禁
止
と
す
る
原
則
が
確
立
さ
れ
て
い
た
。
そ
の
後
、
一
九
八
三
年
七
月
一
三
日
法
二
五
条
、
二
〇
〇
七
年
二
月
二
日
法
(
lo
i
n

2
0
0
7
14
8
d
u
2
fe
v
rie
r
2
0
0
7)
に
お
い
て
、
そ
れ
ら
は
確
認
さ
れ
て
お
り
、「
正
規
職
員
は
職
業
活
動
全
て
を
そ
の
職
員
に
託
さ
れ
た
公
務
に
捧
げ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」
と
さ
れ
て
い
る
。
(
	)
「C
O
L
L
C
A
B
」
に
つ
い
て
は
以
下
の
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
サ
イ
ト
を
参
照
。C
O
L
L
C
A
B
.
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tif,
2
0
0
8
;
2
4
(
1)
,
p
.
1
4
9
.
(
)
cf.
Ib
id
em
,
p
.
1
4
9
.
C
E
2
4
jan
v
.
1
9
3
4
,
V
eb
er,
L
e
b
o
n
1
1
6
;
C
E
1
4

1
9
3
4
,
T
issot,
L
e
b
o
n
1
1
8
5
;
C
E
2
1

1
9
3
4
,
P
a
rra
in
,
L
e
b
o
n
,
1
2
1
9
;
C
E
3
jan
v
.
1
9
3
6
,
R
ou
ssel,
L
e
b
o
n
,
3
;
C
E
1
3
m
ars
1
9
5
3
,
T
eissier,
D
.
1
9
5
3
.
7
3
5
s.,


p
.
7
3
6
.
(
)
一
九
四
六
年
一
〇
月
一
九
日
法
第
三
条
と
は
「
第
一
条
で
記
載
さ
れ
て
い
る
専
任
職
と
異
な
る
着
任
と
は
現
行
身
分
規
程
に
お
い
て
予
見
さ
れ
た
状
況
に
お
い
て
の
み
行
わ
れ
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
予
め
定
め
ら
れ
た
第
二
条
の
対
象
と
さ
れ
る
特
定
の
身
分
規
程
と
は
、
各
行
政
事
務
局
に
対
し
て
公
務
員
高
等
委
員
会
の
答
申
の
後
に
、
そ
の
任
命
が
政
府
の
自
由
裁
量
に
委
ね
ら
れ
る
高
級
職
と
定
め
ら
れ
る
。
こ
の
職
へ
の
非
正
規
職
員
の
着
任
と
は
行
政
事
務
職
団
の
正
規
職
員
採
用
と
は
な
ら
な
い
。
こ
れ
ら
の
職
へ
の
採
用
は
、
公
務
員
で
あ
ろ
う
が
非
公
務
員
で
あ
ろ
う
が
、
基
本
的
に
罷
免
で
き
る
。」
と
定
め
て
い
る
。Ib
id
e
m
,
p
.
1
4
9
.
(
)
一
九
八
四
年
一
月
一
一
日
法
第
二
五
条
と
は
「
コ
ン
セ
イ
ユ
・
デ
タ
の
諮
問
を
経
て
制
定
さ
れ
る
デ
ク
レ
は
省
庁
ご
と
お
よ
び
機
関
ご
と
に
、
そ
の
任
命
が
政
府
の
決
定
に
委
ね
ら
れ
る
高
級
職
を
定
め
る
」
と
定
め
て
い
る
。
(
)
A
L
C
A
R
A
Z
H
u
b
e
rt.
L
e
s
e
m
p
lo
is

la
jo
n
ctio
n
d
u
p
o
litiq
u
e
e
t
d
e
l’ad
m
in
istratif
d
an
s
la
fo
n
ctio
n
p
u
b
liq
u
e
te
rrito
riale
.
op
.,
cit,
p
.
1
5
2
.
(
)
Ib
id
em
,
p
.
1
5
2
15
3
.
(
)
キ
ャ
ビ
ネ
の
原
型
で
あ
り
、
大
臣
の
血
縁
関
係
に
あ
る
者
が
就
任
し
て
い
た
「
大
臣
秘
書
官
」
は
、
第
二
帝
政
期
に
入
る
と
若
手
の
財
務
監
査
官
、
コ
ン
セ
イ
ユ
・
デ
タ
修
習
官
、
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
が
採
用
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
第
三
共
和
制
に
入
る
と
、
国
の
活
動
領
域
も
広
が
り
、
大
臣
の
数
が
増
す
と
と
も
に
大
臣
を
取
り
巻
く
秘
書
官
の
数
も
増
え
、
こ
の
一
群
が
キ
ャ
ビ
ネ
と
呼
ば
れ
る
よ
う
に
な
法と政治 62巻 2号 (2011年 7月)
フ
ラ
ン
ス
に
お
け
る
地
方
公
務
員
上
級
幹
部
職
と
官
房
職
973
三
三
っ
た
と
言
う
。
大
臣
キ
ャ
ビ
ネ
に
つ
い
て
の
詳
細
は
以
下
を
参
照
し
た
。
岩
田
伸
子
「
キ
ャ
ビ
ネ
の
歴
史
と
功
罪
フ
ラ
ン
ス
に
お
け
る
政
治
と
行
政
の
接
点
」『
公
務
研
究
』
第
二
巻
二
号
（
通
巻
三
号)
、
二
〇
〇
〇
年
、p
.
1
5
8
16
0
.
(
)
G
A
B
IL
L
E
IT
P
h
ilip
p
e
,
M
A
N
D
O
U
Z
E
D
an
ie
l,
R
IT
A
IN
E



L
e
s
re
latio
n
s
	
		
d
e
s
v
ille
s
m
o
y
e
n
n
e
s.






R
itain
e
,
S
o
rb
e
ts
C
lau
d
e
e
t
M
ab
ile
au
A
lb
e
rt
(
e
d
.)
,
L
e
p
erson
n
el
com
m
u
n
a
l;
les


et
l’a
d
m
in
istra
tion


d
a
n
s
la

a
qu
ita
in
e
(
R
essou
rces
h
u
m
a
in
es
et






d
e
l’esp
a
ce)
B
ord
ea
u
x
:
S
P
IR
IT
-S
cien
ce
p
olitiqu
e
In
tern
a
tion
a
le
terri-
toria
le,
1
9
8
3
,
p
.
6
3
64
.
(
)
JO
B
E
R
T
B
ru
n
o
.
S
E
L
L
IE
R

	 
!


L
e
s
g
ran
d
e
s
v
ille
s
:
au
to
n
o
m
ie
lo
cale
e
t
in
n
o
v
atio
n
p
o
litiq
u
e
.
R
evu
e
"
#
d
e
sci-
en
ce
p
olitiqu
e.
v
o
l.
2
7
,
n
$
2
,
1
9
7
7
,
p
.2
1
9
-2
2
1
.
(
)
S
A
D
R
A
N
P
ie
rre
.
D
e
%&
'

&

(
la
)
*+		,
P
ou
voir,
v
o
l.
4
0
,
1
9
8
7
,
p
.
4
7
.
(
)
D
IO
N
S
te
p
h
an
e
.
L
a
p
olitisa
tion
d
es
m
a
iries.
P
aris,
E
co
n
o
m
ica,p
.
9
8
10
1
.
(
)
S
N
G
D
C
T
.
P
a
ssp
ort
F
on
ction
n
el
d
e
D
irection
[
e
n
lig
n
e]
.
2
0
1
0
[

d
u
8
av
ril
2
0
1
1]
.
D
isp
o
n
ib
le
su
r
:
h
ttp
://w
w
w
.
co
n
g
re
s-sn
d
g
.in
fo
/sto
ck
/lib
/D
G
_
P
A
S
S
E
P
O
R
T
_
F
O
N
C
T
_
2
0
1
0
_
W
e
b
_
1
.p
d
f
(
)
二
〇
〇
七
年
一
二
月
、
筆
者
に
よ
るS
N
G
D
C
T
へ
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
に
依
る
。
(
)
筆
者
は
二
〇
〇
六
年
九
月
、
ボ
ル
ド
ー
市
人
材
情
報
局
長
、
二
〇
〇
七
年
一
二
月
、
タ
ラ
ン
ス
市
、
ペ
リ
グ
ー
市
、
ジ
ロ
ン
ド
県
運
営
セ
ン
タ
ー
、C
N
F
P
T
ア
キ
テ
ー
ヌ
代
表
部
を
訪
れ
、
本
文
中
に
あ
る
役
職
の
者
へ
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
を
行
っ
た
。
以
下
、
特
に
断
り
が
な
い
限
り
、
こ
れ
ら
の
市
町
村
に
関
す
る
記
述
は
そ
の
時
の
解
答
を
ま
と
め
た
も
の
で
あ
る
。
人
口
に
関
し
て
は
国
立
統
計
局
の
数
を
参
照
し
た
。(
な
お
人
口
数
は
二
〇
〇
八
年
調
査
に
基
づ
い
た
数
。IN
S
E
E
.
P
op
u
la
tion
-
[
e
n
lig
n
e]
.
2
0
1
1
[

d
u
8
av
ril
2
0
1
1]
.
D
isp
o
n
ib
le
su
r
:
h
ttp
://w
w
w
.in
se
e
.fr/fr/d
e
fau
lt.asp)
。
人
口
約
四
二
、〇
〇
〇
人
の
市
町
村
、
タ
ラ
ン
ス(
tale
n
ce)
の
事
務
総
長
は
、
二
〇
〇
七
年
一
二
月
当
時
、
一
九
八
九
年
に
地
方
公
務
員
と
し
て
勤
務
し
始
め
た
時
点
か
ら
タ
ラ
ン
ス
で
勤
務
し
、
そ
の
後
、
二
〇
〇
一
年
よ
り
事
務
総
長
を
務
め
て
い
る
。
タ
ラ
ン
ス
の
事
務
総
長
は
法
律
学
で
専
門
研
究
課
程
（
Ｄ
Ｅ
Ａ
）
を
修
め
、
一
九
八
九
年
に
タ
ラ
ン
ス
に
行
政
系
カ
テ
ゴ
リ
ー
Ａ
の
地
方
行
政
管
理
職
者(
ad
m
in
istrate
u
rs
te
rrito
riau
x)
職
群
の
行
政
職
員(
ad
m
in
istrate
u
r)
法と政治 62巻 2号 (2011年 7月)
論
説
974
三
四
等
級
と
い
う
地
方
行
政
管
理
職
者
職
群
の
中
で
の
初
級
等
級
の
保
持
者
と
し
て
就
職
し
、
市
民
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
課
長
、
図
書
館
部
長
と
し
て
勤
務
す
る
。
そ
の
後
、
事
務
総
長
補
佐
と
な
り
、
二
〇
〇
一
年
よ
り
事
務
総
長
を
務
め
て
い
た
。
人
口
三
一
、〇
〇
〇
人
の
市
町
村
、
ペ
リ
グ
ー(





)
で
二
〇
〇
六
年
か
ら
二
〇
〇
八
年
ま
で
事
務
総
長
職
に
あ
っ
た
者
は
部
門
お
よ
び
職
群
を
変
更
し
な
が
ら
、
最
終
的
に
は
事
務
総
長
職
へ
就
任
し
て
い
る
。
二
〇
〇
六
年
か
ら
二
〇
〇
八
年
ま
で
人
口
三
一
、〇
〇
〇
人
の
市
町
村
、
ペ
リ
グ
ー
(






)
で
事
務
総
長
だ
っ
た
者
は
、
自
治
体
会
計
学
で
高
等
専
門
研
究
課
程
（
Ｄ
Ｅ
Ｓ
Ｓ
）
を
修
め
、
技
能
部
門(
la
	





)
カ
テ
ゴ
リ
ー
Ｂ
の
地
方
監
吏
師(




)
職
群
に
入
り
、
ペ
リ
グ
ー
で
一
九
八
一
年
に
財
務
監
吏
員
と
し
て
一
二
年
間
そ
の
任
を
勤
め
た
。
そ
の
後
、
自
ら
の
属
し
て
い
た
職
群
と
は
別
の
職
群
で
あ
る
技
術(


)
職
群
へ
の
採
用
試
験
を
受
け
、
一
九
九
三
年
か
ら
は
一
九
九
八
年
ま
で
財
務
課
担
当
員
と
な
っ
た
。
一
九
九
八
年
に
は
部
門
を
変
更
す
る
た
め
に
適
性
試
験
を
受
け
、
行
政
部
門
カ
テ
ゴ
リ
ー
Ａ
の
地
方
ア
タ
ッ
シ
ェ(



te
rrito
riau
x)
職
群
へ
と
移
り
、
財
務
課
長
と
な
っ
た
。
更
に
二
〇
〇
二
年
に
は
地
方
行
政
管
理
職
者
職
群
へ
の
適
性
試
験
を
受
け
て
、
行
政
官
職
群
へ
と
移
り
、
財
務
部
長
と
な
り
、
二
〇
〇
六
年
か
ら
事
務
総
長
と
し
て
勤
務
し
て
い
た
。
ま
た
二
〇
〇
七
年
一
二
月
当
時
、
ジ
ロ
ン
ド
県
運
営
セ
ン
タ
ー
事
務
総
長
補
佐(
D
ire
cte
u
r
A
d
jo
in
t
d
e
C
e
n
tre
d
e
G
e
stio
n
d
e
la
F
o
n
ctio
n
p
u
b
liq
u
e
te
rrito
riale
d
e
la
G
iro
n
d
e)
と
し
て
勤
務
し
て
い
る
者
の
経
歴
も
、
長
く
一
組
織
で
の
勤
務
を
経
、
ま
た
複
数
回
の
採
用
を
繰
り
返
す
と
い
う
経
歴
を
持
っ
て
い
た
。
こ
の
者
は
地
方
行
政
の
Ｄ
Ｅ
Ｓ
Ｓ
を
修
め
た
後
、
一
九
八
二
年
に
カ
テ
ゴ
リ
ー
Ｂ
内
の
市
町
村
事
務
官(





d
e
m
airie)
職
群
内
の
市
町
村
事
務
官(
d
e
m
aire)
等
級
保
持
者
と
し
て
ジ
ロ
ン
ド
県
運
営
セ
ン
タ
ー
に
配
属
さ
れ
た
。
一
九
八
四
年
に
書
記(
)
職
群
へ
、
一
九
九
〇
年
に
地
方
ア
タ
ッ
シ
ェ
職
群
へ
と
適
性
試
験
を
合
格
し
、
一
九
九
六
年
に
地
方
行
政
管
理
職
者
職
群
内
の
行
政
職
員
の
等
級
に
合
格
し
て
更
に
上
級
の
職
群
へ
昇
進
し
た
。
そ
し
て
二
〇
〇
一
年
に
上
級
行
政
職
員(
ad
m
in
istrate
u
r
h
o
rs
class)
等
級
へ
と
昇
進
し
、
そ
の
後
、
ポ
ス
ト
に
就
任
し
て
い
る
。
次
に
市
町
村
を
移
動
し
な
が
ら
、
自
ら
の
キ
ャ
リ
ア
を
積
み
上
げ
て
い
っ
た
者
を
見
て
み
よ
う
。
二
〇
〇
七
年
一
二
月
当
時
のC
N
F
P
T
代
表
部
の
南
西
部
競
争
試
験
セ
ン
タ
ー
長
兼
研
修
部
長(
R
e
sp
o
n
sab
le




d
e
F
o
rm
atio
n
,
D
ire
cte
u
r
d
u
C
e
n
tre




d
e
C
o
n
co
u
rs
d
u
S
u
d
-O
u
e
st)
は
、
市
町
村
職
員
と
し
て
補
職
さ
れ
て
か
ら
、
ミ
デ
ィ
ピ
レ
ネ
ー
州
に
お
い
て
、
県
を
ま
た
い
で
市
町
村
を
移
動
し
て
い
る
。
彼
は
地
方
行
政
の
Ｄ
Ｅ
Ｓ
Ｓ
を
修
め
た
後
、
一
九
七
八
年
に
当
時
、
書
記(
g
e
n
e
rale)
等
級
を
も
っ
て
、
法と政治 62巻 2号 (2011年 7月)
フ
ラ
ン
ス
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お
け
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地
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公
務
員
上
級
幹
部
職
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官
房
職
975
三
五
タ
ル
ン
・
エ
・
ガ
ロ
ン
ヌ
県(
T
arn
-e
t-G
aro
n
n
e))
に
あ
る
人
口
三
、五
〇
〇
人
の
市
町
村
ウ
グ
レ
ペ
リ
オ
ズ(

	
)
に
就
職
し
、
一
一
年
間
勤
務
し
た
。
そ
の
後
、
一
九
八
九
年
に
オ
ー
ト
・
ピ
レ
ネ
ー
県(





)
の
コ
ー
ト
ェ
ル
市(
C
au
te
rts)
、
一
九
九
三
年
に
ジ
エ
ー
ル
県(
G
e
rs)
の
県
庁
所
在
地
で
あ
る
オ
ー
シ
ュ
市(
A
u
ch)
、
一
九
九
五
年
に
は
ロ
ッ
ト
県(
L
o
t)
の
県
庁
所
在
地
で
あ
る
カ
オ
ー
ル
市(
cah
o
rs)
で
勤
務
す
る
。
二
〇
〇
〇
年
に
カ
テ
ゴ
リ
ー
Ａ
の
地
域
補
佐
官
職
群
へ
の
昇
進
試
験
を
受
け
、
地
域
補
佐
官
職
群
の
中
で
最
上
級
の
等
級
で
あ
る
地
域
課
長(
d
ire
cte
u
r
te
rrito
rial)
等
級
と
な
り
、C
N
F
P
T
ア
キ
テ
ー
ヌ
州
代
表
部
へ
と
移
っ
た
。
そ
の
後
、
二
〇
〇
二
年
に
地
方
行
政
管
理
職
者
職
群
へ
昇
任
し
、
上
級
行
政
官
等
級
へ
昇
進
し
、
現
在
の
研
修
部
長
と
し
て
の
勤
務
に
至
る
の
で
あ
る
。
(
)





d
e





d
e
l’o
u
tre
-m
e
r
e
t
d
e
s
	

te
rrito
riale
.
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b
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b
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(
)
二
〇
一
一
年
四
月
現
在
、
ボ
ル
ド
ー
市
の
事
務
総
長
は
内
務
省
勤
務
で
あ
っ
た
国
家
公
務
員
が
就
任
し
て
い
る
。
そ
の
者
は
一
九
九
三
年
か
ら
一
九
九
五
年
ま
で
プ
エ
ッ
チ(
Je
an
P
u
e
ch)
農
業
海
洋
省
大
臣
官
房
長
補
佐
に
就
任
し
、
そ
の
後
、
ス
ト
ラ
ス
ブ
ー
ル
市
、
お
よ
び
ス
ト
ラ
ス
ブ
ー
ル
大
都
市
共
同
圏
の
事
務
総
長
を
勤
め
、
そ
の
後
、
ジ
ュ
ペ
が
市
長
を
勤
め
る
ボ
ル
ド
ー
市
の
事
務
総
長
と
し
て
勤
務
し
て
い
る
。
二
〇
一
〇
年
二
月
よ
り
、
事
務
総
長
補
佐
で
あ
り
、
技
術
局
長
の
ポ
ス
ト
を
兼
任
し
て
い
る
者
と
は
、
グ
ラ
ン
ゼ
コ
ー
ル
の
一
つ
で
あ
る
理
工
科
学
校(
E
co
le
p
o
ly
te
ch
n
iq
u
e)
と
、
国
立
土
木
学
校(
E
co
le
n
atio
n
ale
d
e
s
P
o
n
ts
e
t
"
#




)
を
そ
れ
ぞ
れ
修
了
し
、
土
木
・
水
・
森
林
技
術
者
職
団
に
所
属
の
国
家
公
務
員
で
あ
る
。
彼
は
建
設
省(
la
D
ire
ctio
n
d
e
la
C
o
n
stru
ctio
n
au





d
e
l’E
q
u
ip
e
m
e
n
t)
よ
り
そ
の
キ
ャ
リ
ア
を
開
始
し
、
エ
ッ
フ
ェ
ル
塔
管
理
会
社
、S
O
G
A
R
IS
、
パ
リ
公
私
資
本
混
合
会
社
内
の
部
局
長
を
務
め
た
経
歴
を
持
つ
。B
o
rd
e
au
x
in
fo
[
e
n
lig
n
e]
.
2
0
1
0
[!$
1
0
av
ril
2
0
1
1]
.
D
isp
o
n
ib
le
su
r
:
h
ttp
://w
w
w
.
b
o
rd
e
au
x
-in
fo
.co
m
/2
0
1
0
/0
1
/2
0
/p
ie
rre
-m
ilo
v
an
o
v
itch
-a-e
te
-n
o
m
m
e
-a-la-m
airie
-d
e
-b
o
rd
e
au
x
-d
ire
cte
u
r-g
e
n
e
ral-d
e
s-se
rv
ice
s-
te
ch
n
iq
u
e
s
/
そ
の
同
ポ
ス
ト
に
お
け
る
前
任
者
は
、
上
記
の
事
務
総
長
で
あ
る
内
務
省
官
僚
の
下
で
勤
務
し
て
い
る
事
務
総
長
補
佐
の
者
は
、
内
務
省
官
僚
と
ス
ト
ラ
ス
ブ
ー
ル
で
同
時
期
に
勤
務
し
て
い
た
者
が
一
名
、
配
属
さ
れ
て
い
た
。
彼
は
パ
リ
建
築
専
門
学
校
法と政治 62巻 2号 (2011年 7月)
論
説
976
三
六
(
A
rch
ite
cte
d
e
l’E
co
le



d
e
P
aris)
を
修
了
し
、
ま
た
企
業
管
理
適
性
修
了
証
書(
C
e
rtificat
d
’A
p
titu
d
e
	
l’ad
m
in
istratio
n
d
e
s
e
n
tre
p
rise
s)
を
取
得
し
て
お
り
、
ス
ト
ラ
ス
ブ
ー
ル(
S
trasb
o
u
rg)
、
ア
ン
ジ
ェ(
A
n
g
e
rs)
、
ベ
ル
フ
ォ
ー
ト(
B
e
lfo
rt)
、
ニ
ー
ス
(
N
ice)
に
お
い
て
三
〇
年
以
上
、
市
町
村
行
政
事
務
、
特
に
都
市
開
発
に
関
わ
っ
て
い
る
。L
e
p
etit



N

0
4
1
6
Je
u
d
i
2
8
A
v
ril
2
0
0
5
.
[
e
n
lig
n
e]
.
2
0
0
5
[


d
u
2
7
m
ars
2
0
0
9]
.
D
isp
o
n
ib
le
su
r
:
h
ttp
://w
w
w
.le
p
e
titn
ico
is.fr/?m
o
d
e
=
fich
e
&
ru
b
=
in
fn
ic&
n
b
=
0
4
1
6
&
fich
ie
r=
in
fn
ic.1
4
.tx
t







u
rb
ain
e
d
e
S
trasb
o
u
rg
M
ag
asin
e
.


 !"

#
d
u
!$%&
'
la
! " 
[
e
n
lig
n
e]
N
u
m
e
ro
2
0－
O
cto
b
re
2
0
0
2
[


d
u
2
7
m
ars
2
0
0
9]
.
D
isp
o
n
ib
le
su
r:
h
ttp
://co
lle
ctio
n
s-m
ag
azin
e
s.strasb
o
u
rg
.fr/cu
s-m
ag
azin
e
/2
0
/d
o
ssie
r.h
tm
l
(

)

d
e
la
cu
ltu
re
.
B
a
se
p
ria
m
3
[
e
n
lig
n
e]
.[*
d
u
2
7
m
ars
2
0
0
9]
.
D
isp
o
n
ib
le
su
r
:
h
ttp
://w
w
w
.cu
ltu
re
.g
o
u
v
.fr/p
u
b
lic/
m
istral/p
riam
3
_
fr?A
C
T
IO
N
=
C
H
E
R
C
H
E
R
&
F
IE
L
D
_
9
8
=
P
E
R
S
&
V
A
L
U
E
_
9
8
=
B
O
U
T
E
IL
L
E
R
%
2
0
A
L
A
IN
%
2
0
D
E
%
2
0
D
IR
E
-
C
T
E
U
R
%
2
0
A
D
JO
IN
T
%
2
0
D
E
%
2
0
C
A
B
IN
E
T
&
D
O
M
=
A
ll&
R
E
L
_
S
P
E
C
IF
IC
=
1
他
の
ボ
ル
ド
ー
市
事
務
総
長
補
佐
の
ポ
ス
ト
に
関
し
て
見
て
み
る
と
、
社
会
生
活
・
市
民
局(
d
ire
ctio
n
+

d
e
la
v
ie
so
ciale
e
t
d
e
la
,




)
に
は
イ
ブ
リ
ー
ヌ(
Y
v
e
lin
e
s)
県
に
お
い
て
社
会
活
動
局
長
で
あ
っ
た
地
方
公
務
員
、
都
市
・
近
郊
生
活
局(
d
i-
re
ctio
n
+




d
e
la
v
ie
u
rb
ain
e
e
t
d
e
la

-

)
に
は
ノ
ー
ル(
N
o
rd)
県
で
長
く
勤
め
た
地
方
公
務
員
が
就
い
て
い
る
。
財
務
管
理
局(
d
ire
ctio
n
+




d
e
s
fin
an
ce
s
e
t
d
e
la
g
e
stio
n)
に
は
厚
生
労
働
省(

)
d
e
l’e
m
p
lo
i,
d
u
trav
ail
e
t
d
e
la
.


so
ciale
,
au


)

d
e
s
/

0
d
e
la


e
t
d
e
la
fam
ille)
か
ら
の
出
向
で
あ
る
。1

d
u
1
4
av
ril
2
0
0
5
p
o
rtan
t
/

.





(
ad
m
in
istrate
u
rs
civ
ils)
.
N
O
R
:
S
O
C
G
0
4
1
2
1
4
7
A
.
[
e
n
lig
n
e]
.
[
d
u
2
7
m
ars
2
0
0
9]
.
D
isp
o
n
ib
le
su
r
:
h
ttp
://w
w
w
.d
ro
it.o
rg
/jo
/2
0
0
5
0
4
2
7
/S
O
C
G
0
4
1
2
1
4
7
A
.h
tm
l
社
会
生
活
・
市
民
局
、
都
市
・
近
郊
生
活
局
、
財
務
管
理
局
に
就
い
て
い
る
者
た
ち
は
ボ
ル
ド
ー
市
あ
る
い
は
ボ
ル
ド
ー
市
の
位
置
す
る
ア
キ
テ
ー
ヌ(
A
q
u
itain
e)
州
下
で
勤
め
た
経
験
は
無
く
、
ア
キ
テ
ー
ヌ
州
以
外
の
地
方
公
共
団
体
、
あ
る
い
は
国
家
公
務
員
と
し
て
中
央
省
庁
で
職
歴
を
積
ん
で
き
た
者
た
ち
で
あ
る
。
そ
の
一
方
で
、
他
の
部
局
に
は
ボ
ル
ド
ー
市
あ
る
い
は
ア
キ
テ
ー
ヌ
州
下
に
お
い
て
職
歴
を
積
ん
で
き
た
者
も
局
長
職
に
配
置
し
て
い
る
。
開
発
局(
d
ire
ctio
n
+




d
e
l’am
e
n
ag
e
m
e
n
t)
と
文
化
事
業
部(
d
ire
ctio
n
+

d
e
s
affaire
s
cu
ltu
re
lle
s)
に
は
ボ
ル
ド
ー
市
、
あ
る
い
は
ボ
ル
法と政治 62巻 2号 (2011年 7月)
フ
ラ
ン
ス
に
お
け
る
地
方
公
務
員
上
級
幹
部
職
と
官
房
職
977
三
七
ド
ー
市
の
位
置
す
る
ジ
ロ
ン
ド
県
下
に
お
い
て
経
歴
を
積
ん
だ
者
を
配
し
て
い
る
。
開
発
局
に
お
い
て
は
ボ
ル
ド
ー
で
政
治
学
の
学
士
号
、
哲
学
の
博
士
号
を
修
め
た
後
、
文
部
省
付
け
国
家
公
務
員
と
な
っ
た
者
が
局
長
と
な
っ
て
い
る
。
彼
女
は
、
ボ
ル
ド
ー
市
営
劇
場(


d
e
b
o
rd
e
au
x)
事
務
局
、
ボ
ル
ド
ー
建
築
学
校(
l’e
co
le
d
’A
rch
ite
ctu
re
d
e
b
o
rd
e
au
x)
で
教
員
と
し
て
勤
務
し
、
一
九
九
五
年
に
ボ
ル
ド
ー
市
官
房
長
補
佐
、
二
〇
〇
六
年
に
は
都
市
計
画
担
当
部
長
と
な
り
、
二
〇
〇
七
年
に
は
都
市
開
発
局
長
と
し
て
勤
務
と
い
っ
た
経
歴
を
持
っ
て
い
る
。L
’e
x
p
re
sse
.
B
ord
ea
u
x
:
	




[
e
n
lig
n
e]
.
1
2
/0
4
/2
0
0
7
[
d
u
2
7
av
ril
2
0
0
9]
.
D
isp
o
n
ib
le
su
r
:
h
ttp
://w
w
w
.le
x
p
re
ss.fr/re
g
io
n
/alain
-ju
p
p
-e
acu
te
-a-t-il-ch
an
g
-e
acu
te
_
4
7
7
3
1
8
.h
tm
l
S
p
e
ak
e
r-g
lo
b
al
city
[
e
n
lig
n
e]
.
[


d
u
2
7
av
ril
2
0
0
9]
.
D
isp
o
n
ib
le
su
r
:
h
ttp
://w
w
w
.g
lo
b
alcity
fo
ru
m
.n
e
t/in
d
e
x
.p
h
p
?p
id
=
1
6
2
&
id
=
4
3
文
化
事
業
局
長
に
お
い
て
は
、
現
代
文
学
の
修
士
号
、
文
化
専
門
学
経
営
の
高
等
専
門
研
究
課
程
を
修
了
し
、
民
間
企
業
や
、
日
本
、
ポ
ル
ト
ガ
ル
の
大
使
館
で
勤
務
し
た
。
そ
の
活
動
の
中
で
、
ボ
ル
ド
ー
と
東
京
と
の
文
化
祭
の
開
催
に
携
わ
っ
た
り
す
る
な
ど
し
た
。
そ
し
て
二
〇
〇
七
年
か
ら
二
〇
〇
九
年
現
在
、
ボ
ル
ド
ー
で
勤
務
し
て
い
る
。M
e
tro
.
B
rigitte
P
rou
celle,
d
e
T
ok
yo

B
ord
ea
u
x
[
e
n
lig
n
e]
.
2
4

0
9

2
0
0
7
[


d
u
2
7
av
ril
2
0
0
9]
.
D
isp
o
n
ib
le
su
r
:
h
ttp
://w
w
w
.m
e
tro
fran
ce
.co
m
/fr/article
/2
0
0
7
/0
9
/2
4
/2
2
/5
1
3
2
-3
5
/
in
d
e
x
.x
m
l
(
)
IN
E
T
.
E
sp
a
ce
	
a
d
m
in
istra
teu
rs
[


d
u
2
7
av
ril
2
0
0
9]
.
D
isp
o
n
ib
le
su
r
:
h
ttp
://w
w
w
.in
e
t.cn
fp
t.fr/fr/fo
rm
atio
n
_
e
le
v
e
_
ad
m
in
istrate
u
r/
(
)
L
e
M
o
n
d
e
2
3
av
ril
2
0
0
8
.
し
か
し
な
が
ら
、
二
〇
〇
八
年
四
月
一
五
日
付
け
「





」
に
お
い
て
は
、
選
挙
の
み
が
、
こ
の
異
動
と
な
る
理
由
と
な
っ
て
い
る
の
で
は
な
く
、
年
齢
を
理
由
と
し
た
大
量
の
普
通
退
職
者
が
現
在
、
増
加
し
つ
つ
あ
る
こ
と
を
忘
れ
て
は
な
ら
な
い
と
指
摘
し
て
い
る
。
(
)
S
N
G
D
C
T
協
力
に
よ
る
統
計
に
関
し
て
は
、
以
下
を
参
照
。M
A
R
C
E
m
m
an
u
e
lle
e
t
R
IB
O
T
C
ath
e
rin
e
.
fin
d
u


 

su
r
em
p
loi
fon
ction
n
el
[
e
n
lig
n
e]
.
2
0
0
7
[


d
u
1
9
!"
2
0
0
9]
.
D
isp
o
n
ib
le
su
r
:
h
ttp
://w
w
w
.co
n
g
re
s-sn
d
g
.in
fo
/sto
ck
/lib
/
E
tu
d
e
s/E
tu
d
e
%
2
0
re
lativ
e
%
2
0
a%
2
0
la%
2
0
fin
%
2
0
d
u
%
2
0
d
e
tach
e
m
e
n
t%
2
0
su
r%
2
0
e
m
p
lo
i%
2
0
fo
n
ctio
n
n
e
l_
o
ct0
7
.p
d
f
法と政治 62巻 2号 (2011年 7月)
論
説
978
三
八
()
L
a
L
ettre
d
u
ca
d
re
territoria
le,
n
.
3
6
8
,
1
e
r
N
o
v
e
m
b
re
2
0
0
8
,
p
.
1
2
.
(
)
二
〇
〇
七
年
一
二
月
の
地
方
自
治
体
事
務
総
長
全
国
組
合(
S
y
n
d
icat
n
atio
n
al
d
e
s
d
ire
cte
u
rs



d
e
s
	
	
te
rrito
-
riale
s
）
副
委
員
長
（
当
時
）
へ
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
に
拠
っ
た
。
(
)
Ib
id
em
.
(
)
二
〇
〇
六
年
九
月
、
筆
者
の
ボ
ル
ド
ー
市
人
材
情
報
局
長
へ
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
に
依
っ
た
。
(
)
市
町
村
に
お
け
る
事
務
総
長
の
ポ
ス
ト
の
呼
称
は
人
口
に
よ
っ
て
異
な
っ
て
い
る
。
そ
れ
は
人
口
に
よ
っ
て
職
群
の
設
置
要
件
が
異
な
る
こ
と
か
ら
由
来
す
る
。
人
口
二
、〇
〇
〇
人
以
下
の
市
町
村
の
場
合
は
、「	
d
e
m
airie
」
が
充
て
ら
れ
て
い
る
。
人
口
二
、〇
〇
〇
人
以
上
三
、五
〇
〇
人
以
下
の
市
町
村
の
場
合
は
「	

｣
、
人
口
三
、五
〇
〇
人
以
上
の
場
合
、「d
ire
cte
u
r





d
e
s
se
rv
ice
s
」
と
な
っ
て
い
る(


	

n

8
7
,
1
1
0
1
d
u
3
0
	

1
9
9
7
art.
2)
。
し
か
し
一
般
的
に
「	





」
と
表
記
さ
れ
る
こ
と
が
多
い
。
(
)
L
e
m
en
su
el
d
e
l’em
p
loi
territoria
l-C
D
G
3
5
,
jan
v
ie
r
2
0
0
6
.
(
)
二
〇
〇
七
年
四
月
当
時
の
情
報
。
二
〇
一
一
年
四
月
現
在
、
ボ
ル
ド
ー
市
長
は
ジ
ュ
ペ
で
あ
る
。L
’exp
ress,
1
2
av
ril
2
0
0
7
.
(
)
A
U
B
Y
Je
an
-M
arie
,
A
U
B
Y
Je
an
-B
e
rn
ard
,
D
ID
IE
R
Je
an
-P
ie
rre
,
T
A
IL
L
E
F
A
IT
A
n
to
n
y
.
D
roit
d
e
la
fon
ction
p
u
b
liqu
e,
P
aris,
D
allo
z,
2
0
0
5
,
p
.
6
2
7
.
(
	)
L
iv
re
b
lan
c
d
e
l’asso
ciatio
n
d
e
s
p
e
tite
s
v
ille
s
d
e
F
ran
ce
,
la
fo
n
ctio
n
p
u
b
liq
u
e
te
rrito
riale
d
an
s
le
s
p
e
tite
s
v
ille
s
:
le
s
v
o
ie
s
d
’u
n
e






	


L
a
ga
zette,
o
cto
b
re
2
0
0
2
,
p
.
2
5
2
.
(

)
例
え
ば
、
市
町
村
に
お
け
る
政
治
的
状
況
の
分
析
を
行
っ
た
モ
ー
リ
ッ
ゼ
ン
と
ス
バ
ラ
は
、
政
治
責
任
の
様
相
に
応
じ
て
、
統
治
モ
デ
ル
の
分
類
を
行
い
、
フ
ラ
ン
ス
を
強
力
な
市
町
村
長
型(
th
e
stro
n
g
m
ay
o
r
fo
rm
、
市
町
村
長
は
議
会
多
数
派
を
統
制
下
に
お
き
、
行
政
部
に
対
し
て
も
影
響
を
及
ぼ
し
て
い
る
。
他
の
議
員
あ
る
い
は
政
治
団
体
の
同
意
無
し
に
、
市
町
村
長
は
職
員
任
免
を
行
う
こ
と
が
出
来
る
。
市
町
村
長
は
政
治
任
用
を
行
い
、
政
治
的
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
の
強
い
型
で
あ
る
。）
に
分
類
し
て
い
る
。M
O
U
R
IT
Z
E
N
P
au
l
E
rik
an
d
S
V
A
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例
え
ば
、
一
九
八
三
年
に
は
海
外
県
を
含
め
て
県
地
方
長
官
が
六
〇
人
、
一
九
八
五
年
に
は
海
外
県
を
含
め
て
県
地
方
長
官
が
四
〇
人
、
一
九
八
六
年
は
シ
ラ
ク
が
首
相
と
な
り
、
保
革
共
存
の
成
立
し
た
が
、
そ
の
四
月
か
ら
六
月
の
間
に
お
い
て
二
三
人
、
一
九
九
三
年
の
第
二
次
保
革
共
存
時
は
そ
の
年
の
四
月
六
月
の
間
に
県
地
方
長
官
が
三
六
人
、
交
代
し
た
。
し
か
し
一
九
九
七
年
か
ら
二
〇
〇
二
年
に
お
い
て
は
大
量
交
代
は
起
こ
っ
て
い
な
い
と
し
て
い
る
。
県
地
方
長
官
の
数
に
つ
い
て
は
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フ
ラ
ン
ス
政
府
の
サ
イ
ト
に
よ
れ
ば
、
グ
ラ
ン
コ
ー
ル
と
は
二
種
類
存
在
し
、
理
工
科
学
校(

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ly
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n
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u
e)
を
卒
業
し
、
鉱
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ア
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団(
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に
所
属
す
る
技
術
系
グ
ラ
ン
コ
ー
ル
、
Ｅ
Ｎ
Ａ
を
卒
業
し
、
国
務
院(
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s
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u
C
o
n
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、
会
計
検
査
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務
総
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e
s
F
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で
勤
務
す
る
行
政
系
グ
ラ
ン
コ
ー
ル
の
二
種
類
が
存
在
す
る
と
政
府
は
定
義
す
る
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ran
d
s-
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s-e
tat.h
tm
l
た
だ
し
、
グ
ラ
ン
コ
ー
ル
と
い
う
言
葉
は
法
文
上
に
は
記
さ
れ
て
は
お
ら
ず
、
あ
く
ま
で
も
慣
習
的
な
も
の
で
あ
る
。
彼
ら
は
主
と
し
て
官
房
や
部
局
長
職
に
お
い
て
、
政
策
の
執
行
お
よ
び
決
定
過
程
に
参
与
す
る
者
で
あ
る
と
言
え
る
だ
ろ
う
。
大
臣
官
房
の
職
に
就
く
者
の
う
ち
、
グ
ラ
ン
コ
ー
ル
出
身
の
者
が
多
く
含
ま
れ
て
お
り
、
一
九
八
一
年
五
月
か
ら
一
九
八
四
年
七
月
ま
で
首
相
で
あ
っ
た
モ
ー
ロ
ア
政
権
下
に
お
い
て
は
六
五
％
、
一
九
八
六
年
三
月
か
ら
一
九
八
八
年
五
月
ま
で
の
シ
ラ
ク
政
権
下
で
は
六
六
％
、
一
九
八
八
年
五
月
か
ら
一
九
九
一
年
五
月
ま
で
の
ロ
カ
ー
ル
政
権
下
で
は
七
〇
％
の
者
が
グ
ラ
ン
コ
ー
ル
出
身
の
大
臣
官
房
職
員
で
あ
っ
た
と
い
う
。(
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更
に
、
グ
ラ
ン
コ
ー
ル
に
所
属
す
る
も
の
は
、
公
務
員
の
身
分
を
保
持
し
な
が
ら
、
公
営
企
業
や
有
力
な
民
間
企
業
に
出
向
し
て
い
き
、
天
下
り(
p
an
to
u
flag
e)
と
も
呼
ば
れ
る
。
そ
こ
で
、
職
歴
を
積
み
、
将
来
、
大
臣
官
房
や
各
省
の
部
課
長
職
を
狙
う
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日
本
に
お
け
る
グ
ラ
ン
コ
ー
ル
の
紹
介
に
つ
い
て
は
以
下
が
詳
細
で
あ
る
。
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三
Les cadres de la fonction publique territoriale en France :
Les emplois et les emplois fonctionnels,
et les emplois de cabinet
La 	
et les fonctions
Ryoko TAMAI
Ⅰ. Prologue
Ⅱ. La fonction publique territoriale, les emplois des cadres des agents pub-
liques et l’emplois de cabinet
Ⅲ. La pratique des emplois des cadre de la fonction publique territoriale et
l’emploi de cabinet et ses fonctions
Ⅳ. Le lien entre le maire, les emplois des cadres des agents publiques et
l’emplois de cabinet
Ⅴ. 
	locale peut recruter directement certains emplois des agents
publiques des territoriales. Elle peut aussi librement recruter

	les collaborateurs de cabinet.
L’ambition de cet article est de mener la de la nature des
pratiques sur ces agents, en s’interrogeant sur ce qui se joue dans les
locales. Tout d’abord, on passe l’aspect juridique et l’aspect
institutionnel－ l’analyse des institutions. On peut observer le contexte
historique de ce 
qu’il appelle et justifie. Il convient de s’interroger
sur les usageslalocale. Ensuit, on peut observer la	des
fonctions de ces agents. Cette interrogation concerne sa place et son 
dans sa locale. Il faut prendre la mesure des comment et
pourquoi	locale conduit en disposant de ces agents. Il renvoieun
processus de 	de certains rapports sociaux.
